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▼にぎわい満開～写真に集う盛夏の祭り

▼「放射線の心配いらない」と福島県の子供ら笑顔

おいしい手料理

【米粉のホワイトソース・
玄米ドリア】

　今月の料理のポイントは米粉で作るホワイトソー
ス。生クリームを使わず、ヘルシーで簡単に作れま
す。

＜材料＞（４人分）
●鶏もも肉………１枚
●チーズ（市販の刻みチーズで可）…適量
●塩・こしょう…各少々
●しょう油………大さじ２

玄米ご飯
●玄米……………３カップ
●水………………４カップ

ホワイトソース
●牛乳……………600cc
●米粉……………大さじ５
●バター…………大さじ３
●塩………………少々

＜作り方＞
①玄米ご飯を圧力鍋で炊く。
②もも肉は小さく切る。長ネギは１㎝角程度に切って食べ 
　やすくそろえる。
③フライパンにバターを入れて熱し、材料②を２、３分炒め 
　る。
④調味料Ａを回し入れ、玄米ご飯を加えてひと炒めする。
⑤ホワイトソースを作る⇒牛乳、米粉をボウルに入れ、泡だ
　て器で混ぜる。
⑥フライパンに④、バターを入れ、とろみがつくまで中火に
　かける（焦げ付かないようにへらで混ぜる）。とろみが出
　たら塩を加え、味を調える。
⑦⑤で完成したクリームを耐熱器に盛り付けたご飯にかけ、
　その上に刻みチーズをふり、オーブントースターで６～７
　分間焼いてこんがりとなったら出来上がり。

ＪＡひがしかわ「涼風」グループ

【食べて健康・豆知識】
　小麦粉でホワイトソースを作ると「だま」になりやすく、失敗し
てしまう、という方が多いはず。米粉ならその心配がありません。
簡単にソースが出来上がります。
　コレステロール、カロリーが気になる方は、バターを入れなくて
も作れます。インスタントのコンソメスープの素（もと）などを少
量加えると風味が増してカロリー・オフにもなります。
　米粉は町内の道草館でも購入できます。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）



市場
9/24（土）　 10:00Æ16:00

『草の芽ÆkusanomeÆFDIH』
プ レ オ ー プ ン イ ベ ン ト

東川町東11号南4 　特設テントにて
詳しくは、ポスター・チラシまたは web まで

090-6212-9465　　http://zakkadaizu.blog55.fc2.com/
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まち・タウン
○「放射線の心配いらない」と福島県の子供ら笑顔
○東川第三コミセン完成、盛大に落成式
○防災会議で今後の町防災計画を話し合い　　ほか

盛夏のレース、忠別湖に歓声こだま
○第5回大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ

今、生き生きと
○No.47　横幕義信さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○トップアスリート「プロの力」から学ぶ
◇新刊図書・ビデオ案内

大雪山の素顔
○東川町は山が良い　NPO法人ねおすコーディネーター大雪山自然学校代表　小林　峻さん
◇俳句

くらし・ネットワーク
○9月30日は町税第2期の納期限です
○紅葉を観察しよう～大雪山自然観察講座
○ふるさと交流センターのご利用が可能となりました
○不妊治療費への町助成を始めました　　ほか

子育てチャンネル
○カメラマンの子に生まれて　フォトシーズン　飯塚達央さん

保健だより
○自殺の背景にあるストレスとうつ病

おいしい手料理
○「米粉のホワイトソース・玄米ドリア」　JAひがしかわ「涼風」グループ

第5回ひがしかわ大写真展
町外一般部門 準グランプリ

「青空遊泳」
秦　憲一さん撮影
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０
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テ
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祭
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7
月
26
日
（
火
）
か
ら
同
月
31
日

（
日
）
ま
で
６
日
間
の
祭
典
は
、
前

半
４
日
間
は
写
真
甲
子
園
本
戦
大
会
、

後
半
２
日
間
は
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
ど
ん
と
こ
い
祭
り
と
い
う

３
部
構
成
。

　
写
真
甲
子
園
は
今
年
、
応
募
校
が

過
去
最
高
を
さ
ら
に
更
新
し
て
４
０

３
校
に
達
し
ま
し
た
。
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
に
追
加
出
場
枠
２
校
を
加
え
、
全

国
８
ブ
ロ
ッ
ク
を
選
び
抜
か
れ
た
20

校
（
初
出
場
６
校
）
が
夏
の
北
海
道

を
伸
び
の
び
と
切
り
撮
り
ま
し
た
。

　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
出
場
し
た
４

校
か
ら
は
、
営
み
と
笑
顔
を
写
し
た

作
品
の
中
に
、
明
日
へ
の
希
望
と
復

活
へ
の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
優
勝
校
は
、
昨
年
準
優
勝

し
た
大
阪
府
立
成
城
高
校
。
「
あ
な

た
と
」
と
題
し
た
８
枚
の
フ
ァ
イ
ナ

ル
作
品
は
、
昨
年
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
と

同
じ
白
黒
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
屈
託
な
く
笑
い
か
け
る
子
供
た
ち

の
笑
顔
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
は
、

明
日
へ
の
希
望
。
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

く
る
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
情
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
同
校
は
町
民
が
選
ぶ
今
年
の
特
別
賞

も
受
賞
し
ま
し
た
。◇

　
後
半
の
７
月
30
、
31
日
の
両
日
は
、

国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
ん
と

こ
い
祭
り
で
大
に
ぎ
わ
い
。
雨
に
も
見

舞
わ
れ
ず
、
会
場
は
家
族
連
れ
で
楽
し

む
姿
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
ペ
ー
タ
ー
・
ド

レ
ス
ラ
ー
氏
（
海
外
作
家

賞
）
＝
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ウ
ィ
ー
ン
在
住
＝
、
オ
ノ

デ
ラ
・
ユ
キ
氏
（
国
内
作

家
賞
）
＝
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
在
住
＝
、
北
野
謙
氏

（
新
人
作
家
賞
）
＝
東

京
・
小
平
市
在
住
＝
、
奥

田
實
氏
（
特
別
作
家
賞
）

＝
東
川
町
在
住
＝
、
百
々

俊
二
氏
（
飛
彈
野
数
右
衛

門
賞
）
＝
奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
在

住
＝
の
５
人
が
来
町
。
授
賞
式
、
受
賞

作
家
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
作
品
に
込
め
た
作

者
の
思
い
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
第
６
回
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
塚
田
史
子
さ
ん
（
27
）

＝
東
京
芸
術
大
修
士
２
年
＝
が
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
㈱
リ
コ
ー
協
力
で
初
の
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｈ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
開
催
。
写
真
業
の
山
本
顕
史

さ
ん
（
38
）
＝
札
幌

市
＝
が
最
優
秀
賞
を

獲
得
。
リ
コ
ー
フ
ォ

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｇ　
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ

（
東
京
）
で
個
展
開

催
の
権
利
を
獲
得
し

ま
し
た
。
ま
た
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
３
人

も
一
緒
に
優
秀
賞
展

を
開
催
す
る
権
利
を

獲
得
し
ま
し
た
。

▲東川賞受賞作家作品展オープンのテープ
　カット（7月30日、文化ギャラリー玄関）

▲

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
修
理
見
積
も
り
、

　
受
け
付
け
コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況

　
（
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
）

▲

ど
ん
と
こ
い
ま
つ
り
の
東
町
１
丁
目
通
り
は

　
今
年
も
大
に
ぎ
わ
い
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　暑い夏、全国から20校60人の高校生が東川町に集まりました。①東神楽町内の東神楽小から南地区周辺
②旭川市買物公園を中心とした中心街市街地③上富良野町里仁・江幌地区④美瑛町駅前・市街地⑤東川町
内市街地・第一・第二地区―の５つの撮影ステージを舞台に、４日間にわたって夏の田園風景、人々の生
活と営みをカメラで写し止めました。
　今年は東日本大震災復興へのメッセージを込めて「がんばれ東北枠」を設けました。東北ブロックに追
加出場枠２校を加え、盛岡中央、石巻市立女子、宮城県石巻好文館、宮城県柴田農林の４校の生徒が、夏
の青空の下で思い切りシャッターを切りました。
　また東川町から被災地への応援の思いを伝えよう、と各校の選手と監督が「高校写真部による東日本大
震災復興応援プロジェクト撮影会」を行いました。大会期間中、その撮影写真をメーン会場の農村環境改
善センターに展示し、今年の参加校全員の応援メッセージとして思いを伝えました。

熱戦！ 写真甲子園の夏２０11熱戦！ 写真甲子園の夏２０11

第18回写真甲子園　優勝・特別賞　大阪府立成城高校
「あなたと」（白黒8枚組）写真甲子園2011 本戦大会審査結果

優　勝

準優勝

優秀賞

敢闘賞

出場回数

２

３

９

初

３

５

３

５

〃

２

初

〃

４

２

５

３

初

〃

〃

２

高校名

大阪府立成城（大阪市）

沖縄県立南部工業（島尻郡八重瀬町）

八代白百合学園（八代市）

群馬県立大間 （々みどり市）

正則（東京）

栃木県立栃木工業（栃木市）

香川県立坂出（坂出市）

北海道帯広南商業（帯広市）

北海道旭川工業（旭川市）

盛岡中央（盛岡市）

石巻市立女子（石巻市）

宮城県石巻好文館（　〃　）

宮城県柴田農林（柴田郡大川原町）

明星学園（三鷹市）

中越（長岡市）

静岡県立伊東高等学校城ケ崎分校（伊東市）

愛知県立田口（北設楽郡設楽町）

大商学園（豊中市）

兵庫県立伊丹西（伊丹市）

山口県立下松（下松市）

▲赤ちゃんの寝顔に思わずシャッター＝盛岡中央高
　校（７月27日、旭川市1条買物公園で）

▲優勝した大阪府立成城高校

▲「さあ、いくぞー！」（決戦前の兵庫県立伊丹西高
　校、7月26日、農村環境改善センター前）

▲大会が終わってそれぞれのＴシャツに別れの寄せ書
　き（7月29日、農村環境改善センター）

その他

特別賞
昨年準優勝

昨年優勝校

第18回写真甲子園  準優勝  沖縄県立南部工業高校
「幸せのカタチ」（カラー8枚組）から東川町国際写真フェスティバル北海道写真月間2011

ストリートギャラリー受賞者
受賞者

畑　真幸

阪巻正志

塚田史子

藤田佳子

年齢

35歳

43歳

27歳

25歳

住　所

小樽市

東京都中野区

東京都荒川区

大阪市

賞

グランプリ

準グランプリ

（敬称略）
RICOHポートフォリオ・オーディション
（㈱リコー協力）

受賞者

佐藤志保

畠山雄豪

山本顕史

人見　将

年齢

24歳

34歳

38歳

33歳

住　所

寒河江市

東京都千代田区

札幌市

野田市

賞

最優秀賞

優秀賞

（敬称略）
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羽衣音楽祭から

二本松市の子供たち（幼児センター）

　

第
三
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
地
域

住
民
セ
ン
タ
ー
、
大
雪
消

防
組
合
東
川
第
５
分
団
消

防
庁
舎
、
生
活
体
験
宿
泊

施
設
「
大
雪
遊
水
ハ
ウ
ス
」

の
３
つ
の
機
能
を
持
つ
複

合
施
設
「
第
三
地
区
地
域

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
て
完
成
し
、
８

月
20
日
落
成
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
約
３
億
２
千
４
０
０
万
円
で
建

設
し
ま
し
た
。
国
補
助
７
千
６
０
０
万
円
、

町
一
般
財
源
は
５
千
１
０
０
万
円
の
予
定
で

す
。
町
起
債
１
億
９
千
７
０
０
万
円
の
う
ち

82
％
は
国
補
て
ん
を
見
込

ん
で
お
り
、
返
済
の
た
め

の
借
入
額
は
町
の
基
金

（
貯
金
）
に
繰
り
入
れ
を

終
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
（
約
４
２
０
平

方
㍍
）
、
集
会
室
、
会
議

室
、
和
室
、
調
理
室
、
事

務
室
を
備
え
ま
し
た
。

　

東
川
町
消
防
団
第
５
分

団
庁
舎
（
約
87
平
方
㍍
）
、

生
活
体
験
宿
泊
施
設
（
２
階
ロ
フ
ト
付
き
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
約
60
平
方
㍍
２
室
）
を
併
設
し
て

い
ま
す
。

イ
フ
を
持
た
せ
る
。
す
る
と
、
ど
う
す
れ
ば

事
故
に
な
ら
な
い
か
、
山
火
事
に
な
ら
な
い

か
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
魚
を
採
る
こ
と
を

教
え
る
か
ら
、
川
を
好
き
に
な
る
。
彼
ら
の

ア
ウ
ト
ド
ア
人
生
が
変
わ
っ
て
い
く
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

題
し
て
対
談
し
ま
し
た
。

　

野
田
氏
は
、
今
年
11
年
目
の
主
宰
と
い
う

吉
野
川
の
「
川
の
学
校
」
を
話
題
に
「
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
、
川
床
で
２
泊
３
日
の
キ
ャ
ン

プ
を
年
間
５
回
も
す
る
と
、
子
供
た
ち
の
顔

色
が
変
わ
っ
て
い
い
表
情
に
な
る
」
と
口
火

を
切
り
ま
し
た
。

　

「
川
の
学
校
で
は
、
た
き
火
は
自
由
、
ナ

　

８
月
６
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
販
売
の
㈱
モ
ン
ベ
ル
グ

ル
ー
プ
代
表
、
辰
野
勇
氏
、
作
家
・
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
、
野
田
知
祐
氏
、
小
説
家
、
夢
枕
獏

氏
、
ア
リ
ス
フ
ァ
ー
ム
代
表
、
藤
門
弘
氏
＝

後
志
管
内
赤
井
川
村
在
住
＝
の
４
人
が
来
町
。

「
生
き
る
力
を
育
む
野
遊
び
の
す
す
め
」
と

　

８
月
、
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
選
手
チ
ー
ム
10
人
が
東
川
町
で
18

日
間
の
長
期
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
同
チ
ー

ム
初
め
て
の
東
川
夏
合
宿
と
な
り
、
シ
ー
ズ

ン
後
半
の
本
格
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
に

向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
適
度
な
体
力
回
復
練
習

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
６
月
に
も
来
町
し
て
合
宿
し
た
塩
野

絵
美
選
手
（
31
）
、
３
年
目
の
蔵
本
選
手
以

外
、
初
め
て
の
来
町
で
す
。
前
半
シ
ー
ズ
ン

に
た
ま
っ
た
疲
労
を
取
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

毎
日
１
２
０
〜
１
５
０
㌔
㍍
の
バ
イ
ク

（
自
転
車
）
、
時
に
10
㌔
㍍
以
上
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
忠
別
湖
で
の
ス
イ
ム
練
習
な
ど
基
礎

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
体
調
を
調
整

し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
メ
ン
バ
ー
の
中
の
外
山
高
広
選

手
（
27
）
、
堤
啓
選
手
（
20
）
、
蔵
本
葵
選

手
（
22
）
の
３
人
は
「
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ
」
大
会
（
８
月
７
日

開
催
）
に
ゲ
ス
ト
出
場
。
い
ず
れ
も
他
の
参

加
選
手
を
断
然
引
き
離
す
好
タ
イ
ム
で
ゴ
ー

ル
し
て
、
そ
の
実
力
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
（
８
㌻
参
照
）

東
京
ヴ
ェ
ル
ディ
の
ト
ラ
イ
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
が
初
の
長
期
合
宿

東
京
ヴ
ェ
ル
ディ
の
ト
ラ
イ
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
が
初
の
長
期
合
宿

「
野
遊
び
」か
ら
始
ま
る
夢
と
冒
険
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
野
遊
び
」か
ら
始
ま
る
夢
と
冒
険
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
川
第
三
コ
ミ
セ
ン
完
成
、盛
大
に
落
成
式

東
川
第
三
コ
ミ
セ
ン
完
成
、盛
大
に
落
成
式

夏
の
林
間
学
校
で
26
人

　

８
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、

福
島
県
内
各
地
の
小
学
生
が

東
川
町
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
林
間
学
校
で
放

射
線
被
ば
く
の
心
配
が
な
い

道
内
で
健
康
な
夏
を
過
ご
し

て
も
ら
お
う
、
と
福
島
の
子

供
を
守
ろ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

行
委
（
委
員
長
・
進
士
徹
Ｎ

Ｐ
Ｏ
あ
ぶ
く
ま
エ
ヌ
エ
ス
ネ

ッ
ト
理
事
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

渡
島
管
内
七
飯
町
大
沼
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
地
に
、
３
週
間
、
４
週
間
、
５
週
間
と
長

期
滞
在
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
来
道
。
そ
の

う
ち
26
人
が
東
川
町
を
訪
れ
、
町
内
25
家
族

の
家
庭
に
２
泊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

二
本
松
市
の
同
朋
幼
稚
園
家
族
36
人

　

福
島
県
二
本
松
市
の
小
学
生
と
幼
児
ら
親

子
36
人
が
８
月
19
日
か
ら
同
月
24
日
ま
で
６

日
間
、
永
楽
寺
（
永
江
竜
心
住
職
、
東
町
２

丁
目
）
に
宿
泊
し
て
放
射
線
被
ば
く
か
ら
避

難
の
夏
休
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

「
放
射
能
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
宗
教
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
事
務
局
・
京
都
）
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
、
二
本
松
市
内
の
同
朋
幼

稚
園
に
通
う
幼
児
と
そ
の
家
族
を
受
け
入
れ

し
ま
し
た
。

　

心
響
（
こ
こ
ね
）
ち
ゃ

ん
（
８
つ
）
、
大
凱
（
た

い
が
）
君
（
７
つ
）
、
悠

冬
（
ゆ
う
と
）
君
（
５
つ
）

３
人
と
一
緒
に
来
町
し
た

父
親
の
鈴
木
誠
さ
ん

（
37
）
は
「
二
本
松
で
は
、

学
校
の
放
射
能
除
染
の
た

め
校
庭
の
土
砂
表
土
を
削

っ
た
け
れ
ど
、
外
で
体
育

授
業
を
し
て
い
ま
せ
ん
」

な
ど
と
今
も
続
く
不
安
な
現
状
を
話
し
ま
し

た
。

　

永
楽
寺
で
は
今
夏
、
郡
山
市
立
高
瀬
中
学

校
の
女
子
バ
レ
ー
部
員
８
人
の
避
難
受
け
入

れ
も
行
い
ま
し
た
。

主
催
の
羽
衣
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
内
か
ら
５
グ
ル
ー
プ
（
個
人
）
な

ど
13
グ
ル
ー
プ
が
出
演
。
出
演
料
を
復
興
資

金
に
寄
付
し
た
ほ
か
、
募
金
箱
を
設
置
し
て

来
場
者
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
来
道
し
て
札
幌
、
東

川
町
内
で
英
語
を
教
え
て
い
る
外
国
人

「TRIPLE  S

」
が
初
出
演
し
ま
し
た
。

　

８
月
20
、
21
の
両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公

園
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
青
空
市
、
２
０
１
１
羽

衣
音
楽
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募

金
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

　

20
日
に
開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
青
空
市
は
、

㈱
東
川
振
興
公
社
が
主
催
し
ま
し
た
。

◇

　

21
日
は
東
川
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

８
月
22
日
、
町
は
役
場
大

会
議
室
で
東
川
町
防
災
会
議
、

東
川
町
国
民
保
護
協
議
会
を

開
き
、
大
規
模
自
然
災
害
に

備
え
て
取
り
組
み
が
必
要
な

防
災
計
画
見
直
し
の
進
め
方

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

昨
年
８
月
24
日
未
明
の
旭

岳
・
天
人
峡
地
区
豪
雨
災
害

か
ら
１
年
経
過
を
機
に
、
今

後
の
予
防
計
画
を
進
め
る
た
め
に
開
き
ま
し

た
。

　

町
、
旭
川
開
発
建
設
部
、
北
海
道
、
大
雪

消
防
組
合
な
ど
関
係
16
団
体
（
機
関
）
の
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

町
は
昨
年
の
災
害
後
、
復

旧
事
業
と
と
も
に
、
情
報
伝

達
の
経
路
複
線
化
、
天
人
峡
、

旭
岳
両
地
区
へ
衛
星
通
信
携

帯
電
話
を
配
備
、
町
内
、
近

隣
店
舗
と
応
急
生
活
物
資
の

供
給
協
定
締
結
、
町
建
設
業

協
会
と
災
害
時
応
急
対
策
協

定
な
ど
、
自
然
災
害
に
備
え

て
全
町
災
害
予
防
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
予
防
計
画
と
し
て
町
内
の
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
危
険
区
域
24
カ
所
な
ど
、
今
後
の

整
備
計
画
が
必
要
な
事
業
認
識
を
共
有
し
、

連
携
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

防
災
会
議
で
今
後
の
町
防
災
計
画
を
話
し
合
い

防
災
会
議
で
今
後
の
町
防
災
計
画
を
話
し
合
い

今
年
は
チ
ャ
リ
ティ
ー
開
催
、キ
ト
ウ
シ
で
青
空
市
、羽
衣
音
楽
祭

今
年
は
チ
ャ
リ
ティ
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開
催
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ト
ウ
シ
で
青
空
市
、羽
衣
音
楽
祭

「
放
射
線
の
心
配
い
ら
な
い
」と
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県
の
子
供
ら
笑
顔

「
放
射
線
の
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の
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供
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顔
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以
来
出
場
し
て
き
た
」
と
今
年
で
５
回
連
続

出
場
。
前
身
の
オ
ロ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
（
羽
幌
町
ほ
か
）
当
時
か
ら
こ
の
大
会

に
出
場
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
去
年
は
３
時
間
２
分
台
。
同
じ
く
ら
い

の
記
録
か
な
。
コ
ー
ス
が
短
い
分
だ
け
か
な

り
楽
だ
っ
た
」
と
余
裕
の
ゴ
ー
ル
。
「
学
校

に
は
女
性
の
先
生
で
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
し

て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
来
年
は
リ
レ
ー
で

出
場
し
た
い
」
。

町
内
の
松
山
ニ
コ
ー
ル
さ
ん
、
今
年
も

好
成
績
ゴ
ー
ル

　
松
山
ニ
コ
ー
ル
さ
ん
（
36
）
は
自
己
最
高

タ
イ
ム
を
年
々
更
新
し
て
ゴ
ー
ル
。
「
去
年

よ
り
い
い
タ
イ
ム
を
出
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
」
と
家
族

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
３
連
覇
、
沢
田
愛
里
選
手

　
女
性
２
位
ゴ
ー
ル
な
が
ら
、
ト
ッ
プ
の
蔵

本
選
手
が
ゲ
ス
ト
参
加
の
た
め
女
性
の
部
優

勝
で
３
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
ゴ
ー
ル
後
の
開
口
一
番
は
「
き
つ

か
っ
た
…
」
。

　
最
初
の
ス
イ
ム
種
目
で
泳
い
で
い
る
時
に

他
出
場
者
に
上
か
ら
た
た
か
れ
て
大
き
く
力

を
ロ
ス
。
「
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
の
中
も
暑
く

て
…
」
と
最
初
の
段
階
で
体
力
を
消
耗
し
て

記
録
が
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
バ
イ
ク
は
３
周
目
に
バ
テ
て
、
ラ
ン
も

伸
び
な
か
っ
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
走
れ
る
と

思
っ
た
の
に
な
あ
」
と
反
省
し
き
り
。
ビ
ホ

ロ
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会
（
８
月
21
日
開
催
、

美
幌
）
出
場
に
向
け
て
仕
切
り
直
し
て
い
ま

し
た
。

「
こ
の
大
会
で
す
っ
か
り
と
り
こ
に
―
」

と
３
回
目
出
場
の
津
田
さ
ん

　
町
内
在
住
の
自
衛
官
、
津
田
宏
美
（
ひ
ろ

よ
し
）
さ
ん
（
35
）
は
短
縮
と
な
っ
た
コ
ー

ス
に
「
バ
イ
ク
は
も
う
１
周
あ
っ
て
も
よ
か

っ
た
。
交
互
通
行
だ
っ
た
コ
ー
ス
は
比
較
的

安
全
だ
っ
た
」
と
余
裕
の
ゴ
ー
ル
。

　
昨
年
３
月
に
第
７
師
団
勤
務
（
旭
川
）
か

ら
第
２
師
団
勤
務
（
千
歳
）
に
転
務
し
ま
し

た
が
、
週
末
に
は
町
内
の
自
宅
に
遠
距
離
帰

宅
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
は
ハ
ス
カ
ッ
プ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
（
７
月
24
日
、
苫
小
牧
）
に
続
い
て
の
出

場
。
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
ま
っ
た
く
や
っ

て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
大
会
に
出
て

以
来
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
…
」
。

全
盲
の
宮
腰
さ
ん
、
今
年
は
完
走

　
５
回
連
続
出
場
し
た
宮
腰
卓
也
さ
ん

（
56
）
＝
旭
川
、
ラ
ビ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
＝
は
ア

ク
ア
ス
ロ
ン
（
水
泳
と
ラ
ン
の
２
種
目
）
で

出
場
、
見
事
完
走
し
ま
し
た
。

　
「
去
年
は
ス
イ
ム
で
リ
タ
イ
ヤ
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
今
年
は
リ
ベ
ン
ジ
だ
っ
た
。
大

会
事
務
局
の
好
意
で
完
走
す
る
こ
と
が
出
来

て
う
れ
し
い
」
と
伴
走
者
と
抱
き
合
い
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
出
場
を
機
に
始
め
た
競
技
。

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ん
て
無
理
…
」
と
い

う
思
い
込
み
は
、
も
は
や
あ
り
ま
せ
ん
。

年
々
つ
い
て
き
た
自
信
が
確
信
に
変
わ
り
、

「
来
年
も
…
」
と
の
思
い
が
ま
す
ま
す
強
ま

り
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
午
前
10
時
、
ス
タ
ー
ト
時
の
気

温
26
・
７
度
、
水
温
セ
氏
21
度
。
最
高
気
温

は
31
・
７
度
（
午
後
３
時
）
ま
で
上
が
る
夏

の
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

（
49
人
出
場
）
に
続
い
て
、
一
般
の
部
は
17

歳
の
高
校
生
（
札
幌
市
）
か
ら
74
歳
（
恵
庭

市
か
ら
４
回
目
）
ま
で
３
６
０
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　
ス
イ
ム
１
・
５
㌔
㍍

（
１
周
０
・
７
５
㌔
㍍
の

湖
面
周
回
コ
ー
ス
２
周
）
、

バ
イ
ク
（
自
転
車
）
36
㌔

㍍
（
ダ
ム
堤
体
を
通
っ
て

湖
畔
道
路
を
３
周
＝
１
周

12
㌔
㍍
）
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

８
㌔
㍍
（
湖
畔
１
周
４
㌔

㍍
コ
ー
ス
を
２
周
）
の
シ

ョ
ー
ト
コ
ー
ス
。
大
会
前

に
降
っ
た
豪
雨
で
コ
ー
ス

使
用
道
路
が
修
復
工
事
の

た
め
直
前
に
コ
ー
ス
変
更
に
な
り
、
バ
イ
ク

と
ラ
ン
の
距
離
を
短
縮
し
て
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
（
記
録
は
参
考
記
録
の
た
め
非
掲

載
）
。

　
今
年
、
町
内
で
初
め
て
チ
ー
ム
夏
合
宿
を

行
っ
た
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

セ
ン
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
の
中
か
ら
外
山
高
広

（
28
）
、
蔵
本
葵
（
22
）
、
堤
啓
（
20
）
の

３
選
手
が
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
初
出
場
。
と

も
に
他
選
手
を
圧
倒
す
る
１
、
２
位
の
速
さ

で
ゴ
ー
ル
、
昨
年
日
本
学
生
選
手
権
大
会
優

勝
、
今
年
日
本
Ｕ
│
23
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選

手
権
２
位
の
蔵
本
選
手
も
総
合
８
位
、
女
性

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
（
と
も
に
公
式

記
録
外
）
。

　
男
性
優
勝
は
３
回
目
出
場
の
木
村
悠
さ
ん

（
25
）
＝
京
都
、
チ
ー
ム
ケ
ン
ズ
京
都
＝
。

女
性
の
優
勝
は
沢
田
愛
里
選
手
（
32
）
＝
札

幌
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
＝
が
３
連
覇
し
ま
し
た

（
日
本
選
手
権
予
選
会
の
部
）
。

乳
が
ん
闘
病
克
服
し
、
念
願
の
出
場
に

仲
間
が
エ
ー
ル

　
「
出
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

う
れ
し
い
！
」
。
レ
ー
ス
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
３
時
間
20
分
31
秒
で
ゴ
ー
ル
し
た
初

出
場
の
菊
地
末
子
さ
ん
（
58
）
＝
札
幌
＝
は
、

目
頭
を
押
さ
え
て
感
無
量
。

　
乳
が
ん
治
療
の
た
め
、
右
脇
下
リ
ン
パ
節

を
切
除
手
術
、
そ
し
て
入
院
闘
病
。
６
年
間

抗
が
ん
剤
治
療
を
続
け
、
「
60
歳
を
前
に
、

も
う
一
度
が
ん
ば
り
た
い
」
と
こ
の
大
会
へ

の
出
場
、
完
走
を
目
標
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

　
「
リ
ン
パ
を
切
除
し
て
い
る
の
で
腕
が
上

が
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
ハ
ン
デ
を
乗
り
越

え
、
見
事
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
一
緒
に
出

場
し
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
仲
間
か
ら
「
来
年

も
一
緒
に
出
場
し
ま
し
ょ
う
」
と
抱
き
合
っ

て
エ
ー
ル
を
受
け
ま
し
た
。

「
今
度
は
リ
レ
ー
種
目
で
出
場
し
た
い
」

　
東
川
養
護
学
校
教
員
の
米
田
岳
男
さ
ん

（
51
）
は
「
５
年
前
東
川
に
転
勤
し
て
き
て

　
全
国
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
が
忠
別
ダ
ム
湖
畔
で
盛
夏
の
レ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
忠
別
ダ
ム
湖
の
湖
畔
、
沿
道
で
は
選
手
へ
の
声
援
も
い
っ
ぱ
い
。

競
技
終
了
後
の
ゴ
ー
ル
会
場
で
開
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
旭
川
か
ら
訪
れ
た
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
参
加
選
手
の
に
ぎ
や
か
な
交
流
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
全
国
の
ト
ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
が
忠
別
ダ
ム
湖
畔
で
盛
夏
の
レ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
忠
別
ダ
ム
湖
の
湖
畔
、
沿
道
で
は
選
手
へ
の
声
援
も
い
っ
ぱ
い
。

競
技
終
了
後
の
ゴ
ー
ル
会
場
で
開
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
旭
川
か
ら
訪
れ
た
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
参
加
選
手
の
に
ぎ
や
か
な
交
流
が
広
が
り

ま
し
た
。

バイク種目で力走する沢田愛里選手（集団２番目）

乳がん闘病を克服して完、.最終ランナーとしてゴールした菊地さん
（中央、仲間と一緒に）

東川養護学校、米田先生

第
５
回
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ

盛
夏
の
レ
ー
ス
、忠
別
湖
に
歓
声
こ
だ
ま

第
５
回
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ

盛
夏
の
レ
ー
ス
、忠
別
湖
に
歓
声
こ
だ
ま

第
５
回
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
ひ
が
し
か
わ

盛
夏
の
レ
ー
ス
、忠
別
湖
に
歓
声
こ
だ
ま

松
山
ニコ
ー
ル
さ
ん
、連
続
出
場
で
自
己
記
録
更
新

今
年
は
み
ご
と
完
走
、宮
腰
さ
ん

町内在住の自衛官津田さん、転任後も
元気に出場

トップゴールの外山高広選手
（東京ベルディ、記録外）
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日
本
舞
踊
と
い
う
下
地
の
素
養
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
加
え
て
、
先
輩
諸
氏
を
退
け
て
優
勝
を

獲
得
す
る
に
は
、
各
種
の
大
会
に
積
極
的

に
出
場
し
て
場
数
を
こ
な
し
、
練
習
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
緊
張
感
を
養
っ
て
き
た

か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
舞
台
に
上
が
る
時
の
一
発
勝
負
の
緊

張
感
と
心
臓
の
高
鳴
り
は
、
毎
回
大
変
な

も
の
。
そ
し
て
練
習
に
も
緊
張
感
が
出
る
。

大
会
に
出
る
こ
と
で
成
長
す
る
ん
で
す
」
。

　
「
で
も
20
年
、
30
年
と
積
み
重
ね
て
い

る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
味
と
い
う
も
の
も

あ
る
。
40
年
も
続
け
て
い
る
と
声
に
違
い

が
出
て
く
る
。
や
っ
ぱ
り
長
く
続
け
る
こ

と
で
良
さ
が
出
て
く
る
も
の
も
あ
る
ん
で

す
よ
」
。

　
ふ
る
さ
と
に
戻
っ
た
今
、
「
若
い
世
代

の
人
た
ち
に
詩
吟
や
剣
舞
を
教
え
た
い
」

と
い
う
思
い
が
日
に
日
に
募
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
両
親
と
の
同
居
を
通
し
て
、
福
祉
活
動

へ
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
に
な
り
、
毎
月

１
度
、
妻
七
七
代
さ
ん
（
64
）
と
と
も
に

介
護
老
人
保
健
施
設
を
慰
問
し
、
剣
舞
と

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
お
年
寄
り
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
「
必
ず
45
度
に
足
を
開
く
。
す
る
と
体

が
き
れ
い
に
開
い
て
体
幹
が
伸
び
る
ん
で

す
」
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
を
形
と
し
て

し
っ
か
り
と
表
現
す
る
に
は
、
日
々
の
積

み
重
ね
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
札
幌
で
開
か

れ
た
全
国
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
地

区
予
選
大
会
で
、
初
出
場
で
見
事
初
優
勝
。

９
月
千
葉
市
で
開
か
れ
る
「
日
本
コ
ロ
ム

ビ
ア
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
戦
大
会
」

へ
の
出
場
に
向
け
て
、
日
々
稽
古
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
雪
遊
水
公
園
の
パ
ー
ゴ
ラ
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
２
階
道
場
が
町
内
で
の

日
々
の
練
習
場
。
そ
し
て
月
に
２
〜
３
回

は
札
幌
ま
で
出
向
き
、
師
匠
か
ら
の
指
導

も
受
け
ま
す
。
今
、
全
国
大
会
出
場
に
向

け
て
練
習
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。

　
「
剣
道
と
日
本
舞
踊
の
形
が
体
に
染
み

込
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
踊
り
の
中
に
つ
い

出
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
抜
く
た
め
に
何
年

も
か
か
っ
て
し
ま
う
」
。

◇

　
10
年
前
、
札
幌
在
住
の
時
か
ら
始
め
た
、

と
い
う
短
い
キ
ャ
リ
ア
な
が
ら
、
早
々
に

全
道
優
勝
ま
で
勝
ち
取
る
踊
り
を
会
得
で

き
た
影
に
は
、
長
く
続
け
て
き
た
剣
道
と

今
、生
き
生
き
と

　

舞
い
の
一
つ
ひ
と
つ
、

そ
し
て
連
続
す
る
所
作
の

流
れ
に
見
入
っ
て
い
る
と
、

演
舞
に
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
踊
り
に
は
固
有

の
精
神
性
が
潜
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
「
一
番

大
切
な
の
は
姿
勢
」
と
言

う
通
り
、
背
筋
の
通
っ
た

姿
勢
の
連
続
が
緊
張
感
あ

る
所
作
を
美
し
く
見
せ
ま

す
。
そ
し
て
見
て
い
る
自

分
も
思
わ
ず
背
筋
を
伸
ば

し
て
い
る
の
で
す
。
伝
統

に
培
わ
れ
た
所
作
や
美
に

は
、
伝
え
る
べ
き
多
く
を

も
っ
て
い
ま
す
。

4747

　

横
幕　

義
信
（
よ
こ
ま
く　

よ
し
の
ぶ
）
さ
ん

全国大会出場に向けて連日猛練習しています
（B&G海洋センター）

7月の北海道地区大会予選会で初出場初優勝を
町長に報告（役場で）

開拓功労者、戦没者慰霊追悼式でみごとな舞いを
披露しました（7月2日、開拓の碑前）

横幕　義信さん／18区
東川町出身、64歳。日本大学法学部卒。7月31日、かでる2・7（札幌）で開かれた日本コロムビア全国剣詩舞コンクール大会北海道地区予選大会（日本コロ
ムビア剣詩舞会・全国剣詩舞コンクール北海道実行委主催）で優勝（一般第3部）。聖月流の奥伝5段、号名・月玉。詩吟は峯鶯流石洲会準師6段、号名・悠
峯。剣道2段。昨年9月に札幌市内から45年ぶりに帰郷しました。

よこ まく　   よしのぶ
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俳　

句

　

今
、
町
で
は
自
然
や
社
会
条
件
の
良
さ
を
生

か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
音
楽
、
写
真
関
係
者

な
ど
に
合
宿
受
け
入
れ
の
推
進
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
8
月
上
旬
か
ら
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

所
属
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー
ム
、
山
倉
和
彦

監
督
と
選
手
10
人
が
2
週
間
を
超
え
る
合
宿
に

や
っ
て
来
た
。
中
に
は
今
年
4
月
宮
古
島
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
優
勝
の
塩
野
絵
美
さ
ん

（
31
）
、
今
年
の
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手

権
23
歳
以
下
女
子
2
位
の
実
績
を
持
っ
て
い
る

蔵
本
葵
さ
ん
（
22
）
が
い
る
。

　

塩
野
選
手
は
4
年
前
か
ら
東
川
で
毎
年
夏
合

宿
し
て
い
る
。
10
時
間
以
上
も
連
続
し
て
水
泳
、

自
転
車
、
そ
し
て
走
り
続
け
る
と
い
う
日
本
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
界
の
長
距
離
タ
イ
プ
女
性
選
手

の
第
一
人
者
。
鍛
え
抜
か
れ
引
き
締
ま
っ
た
体
、

ま
さ
に
鉄
人
選
手
（
ア
イ
ア
ン
マ
ン
）
に
ふ
さ

わ
し
い
体
型
で
あ
る
。

　

一
方
、
2
年
前
の
合
宿
に
来
町
し
た
時
に
初

め
て
お
会
い
し
た
蔵
本
選
手
は
、
小
柄
で
、
丸

顔
、
ポ
チ
ャ
っ
と
し
た
タ
イ
プ
。
そ
の
時
は

「
え
っ
、
本
当
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
？
」

と
疑
っ
て
い
た
。
本
人
に
は
大
変
失
礼
で
あ
る

が
、
当
時
は
タ
イ
ム
も
「
ま
あ
、
そ
れ
ほ
ど
で

も
…
」
と
。

　

と
こ
ろ
が
、
8
月
6
日
の
大
雪
山
忠
別
湖
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
オ
ー
プ
ン
参
加
。
い
や

は
や
、
水
泳
で
は
男
子
選
手
と
タ
イ
ム
は
変
わ

ら
な
い
。
今
年
も
女
性
の
部
で
優
勝
し
、
昨
年

ま
で
断
ト
ツ
で
３
連
覇
を
果
た
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ

北
海
道
所
属
の
沢
田
愛
里
選
手
（
32
）
に
4
分

以
上
の
差
を
つ
け
て
い
る
（
沢
田
選
手
は
水
泳

が
苦
手
と
か
…
）
。

　

自
転
車
の
走
り
も
す
ご
い
。
さ
す
が
プ
ロ
の

選
手
！　

「
体
型
」
い
や
「
見
た
目
」
で
判
断

し
て
は
い
け
な
い
。
日
本
を
代
表
す
る
プ
ロ
選

手
の
力
を
改
め
て
感
じ
た
。
自
分
に
打
ち
勝
ち
、

常
に
「
よ
り
上
」
を
目
指
し
、
毎
日
厳
し
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
抜
い
て
い
る
。
そ
れ
は
2

人
の
人
並
外
れ
た
足
や
背
中
の
筋
肉
と
日
焼
け

が
物
語
っ
て
い
る
。

　

塩
野
選
手
の
ブ
ロ
グ
を
見
る
と
「
現
状
に
満

足
せ
ず
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
貪
欲

に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
書
い
て
い
る
。

　

さ
て
、
公
務
員
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
る
プ
ロ
。
毎
日
の
仕
事
ぶ
り
を
示
す
「
ペ
ン

だ
こ
」
も
古
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
よ
り

良
い
状
況
を
目
指
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を

学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
つ
も
「
こ
れ
で

良
い
の
か
」
と
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
、
コ
ツ

コ
ツ
と
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

人
と
の
出
会
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
与
え

て
く
れ
、
そ
れ
が
「
や
る
気
」
と
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
心
構
え
を
初
心
に
戻
し
て
く
れ
る
。
頑

張
ろ
う
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
‼

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト「
プ
ロ
の
力
」か
ら
学
ぶ

俳　

句

　夫は全米屈指の敏腕弁護士。妻はマンハ
ッタンの不動産女王。人もうらやむ完璧な
超セレブカップルのはずだった。夫の浮気
が発覚するまでは！　夫は浮気発覚後、妻
との関係の修復に必死になるが、妻の気持
ちは冷めきってしまったまま。そんな微妙な
関係の中、２人は殺人事件を目撃してしま
い、証人保護プログラムによって夫婦一緒
に姿を消すことに…。（103分）

　房次が歩いていると、子どもたちが
「院長さんだ！」と喜んであいさつする。
深夜でも吹雪でも、求められれば往診
する。貧しい人から治療代は取らぬ。大
正から昭和にかけて、アイヌの町・白老
で地域医療に生涯を捧げ、町民の誰か
らも慕われた町医者・高橋房次の頑固
一徹の生涯と家族愛を描く。

　試行錯誤を繰り返しながら、多くの時
間を費やして自分の信じたものづくりを
貫いている姿はカッコいい。「自然相手
の仕事だから、いちいち心が折れていた
らやってられない。見えるところばかり見
ていちゃダメ。見えないところも見ないと
―」と彼らは言う。食卓のお皿の向こう側
にいて、おいしいものをつくっている北
海道の生産者たちの物語。

噂
の
モ
ー
ガン
夫
婦

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ソ
ニ
ー
ピ
ク
チ
ャ
ー
エ
イ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

食
のつく
り
び
と

（
一
般
書
）

小
西
由
稀
／
著
、無
双
舎
／
刊

いの
ち
のし
ずく

（
児
童
書
）

川
崎
康
男
／
著
、農
山
漁
村
文
化
協
会
／
刊

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

東川町は山が良い
　東川町に来て1年半、毎月のように子どもたちを野外に連れ
て行き続けた結果、１つの答えが出ました。いろいろ理由は
あるのですが、子どもたちの気持ちをつかみ、試練もごほう
びも与えてくれる本物の自然は、やはり広大な山岳環境しか
ありません。
　私たちのプログラムに参加してくれる子どもた
ちは夏が大好きです。自然が大好きです。自然体
験活動を好んで参加してくれているわけだから当
然と言えば当然かもしれません。
　夏といえばメーンは川遊び。忠別湖に注ぐノカ
ナン川をいつもフィールドに使っています。魚の
豊富な良い川です。網を入れるとカジカやドジョウ、ニジマ
スの稚魚などが入ってくれるので、小学生は夢中で川に入り
ます。時折スナヤツメなんていうヤツメウナギの一種も入り
ます。なかなか採ることのできない、つまりレアな魚を捕ま
えると、その子は一躍ヒーローです。足の速さや学校の成績
は関係なく、魚をうまく採れる子がここでは1番なのです。
　水量の多い時は流れに身を任せてぷかぷか浮かぶこともで

向
日
葵
に
さ
ら
り
と
こ
ぼ
す
愚
痴
ひ
と
つ

絵
手
紙
の
ひ
ま
わ
り
元
気
は
み
だ
し
て

ひ
ま
わ
り
や
太
陽
の
子
と
自
慢
顔

夏
帯
を
し
め
て
古
今
の
女
お
も
う

向
日
葵
の
お
ど
ろ
髪
し
て
雨
ん
中

向
日
葵
の
小
さ
き
も
の
の
売
れ
て
を
り

庭
先
に
浴
衣
干
さ
れ
て
い
る
真
昼

こ
め
か
み
に
大
暑
の
知
ら
せ
貼
り
つ
く
し

な
で
し
こ
の
夢
と
感
動
夏
の
暁

海
水
着
縮
み
て
タ
ン
ス
の
奥
の
隅

向
日
葵
の
う
な
じ
艶
め
く
入
日
か
な

秋
祭
り
ク
ラ
ー
ク
像
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム

老
木
や
束
の
間
の
涼
貰
う
な
り

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

きます。タイヤチューブや冬に使う大きなそりに乗って流れ
るのも楽しいですね。ノカナン川は工夫すれば幼児でも遊べ
る優しい川です。
　しかし、もっとアクティブに遊んだり、アドベンチャーを
求めるには、ノカナン川の優しさでは対応できません。入門
の川ではあるけれど、ちょっとアドベンチャーな川ではない。
それがこの川の遊びのフィールドのようです。
先日、小学校4年生3人とスタッフ2人で大雪山に出かけました。
　「スペシャル！大雪山縦走キャンプ」と題して、小学校高
学年から中学生までを対象に募集したのです。東川から2名、
旭川から1名が集まってくれました。
　初日は旭岳青少年野営場に宿泊。2日目は重い荷物に苦しみ
ながら旭岳を登って、裏旭野営指定地に到達しました。寒さ

に驚きながら星を見て過ごした夜は、子どもたち
に大きなインパクトを与えたようです。
　3日目は黒岳石室までの縦走路を花と雄大な風
景に囲まれながら歩きました。そして最終日の朝、
早朝の3時に起きて近くの桂月岳に登ると、一面
の雲海と鮮烈なご来光が目の前に現れました。
　そこには、どれだけ手を尽くしても人間には作

り出せない空間がありました。子どもたちは言葉にはしない
けれど、心動く光景だったに違いありません。
　本物の自然は私たちにとってかけがえのないものです。大
雪山を有する東川町はやはり山が良いのだと改めて感じたの
でした。
ＮＰＯ法人ねおすコーディネーター　　　　　　　

大雪山自然学校代表　小　林　　峻

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

桂
月
岳
山
頂
の
荘
厳
な
夜
明
け
▼
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

滞納金発生の目安

1万円
2万円
3万円
4万円
5万円

10万円

おおむね

　  〃
　  〃
　  〃
　  〃
　  〃

271日
146日
104日

84日
71日
46日

滞納額
延滞金発生
までの日数

秋の全国
交通安全運動
秋の全国
交通安全運動
秋の全国
交通安全運動

9月21日㈬～30日㈮9月21日㈬～30日㈮
◎気をつけて！　高齢者事故
◎注意！　薄暮と夕暮れ・夜間の運転
◎飲酒運転 事故の元
◎必ず着用！　シートベルトとチャイルドシート

秋の交通安全祈願祭
9月21日㈬ 午前9時

交通安全観音像前（東川駐在所横）

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

は
こ
の
ほ
ど
、
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
（
東
京
）
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
」
事
業
で
、
や
ぐ
ら
、
イ
ベ
ン
ト
用

テ
ン
ト
、
投
光
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
や
テ
ン
ト
は
、
８
月
13
日
に

開
い
た
ふ
る
さ
と
祭
り
で
さ
っ
そ
く
活

用
し
ま
し
た
。

　

器
材
は
ふ
る
さ
と
祭
り
（
８
月
13
日
）

で
さ
っ
そ
く
活
用
し
ま
し
た
。
同
地
区

の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
活
動
に
欠
か
せ
な

い
備
品
と
し
て
長
く
活
躍
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
は
、
全
国

自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
活
動

を
促
進
し
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
お
問
い

合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎
（
内
線
２
２

1
、
2
2
2
）
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
企

画
財
政
室
☎
（
内
線
２
２
６
）

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
２
階

（
旧
町
立
病
院
２
階
）
で
改
築
工
事
を

進
め
て
い
た
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
は
あ
と
」
（
約
千
平
方
メ
ー

ト
ル
）
が
こ
の
ほ
ど
全
面
完
成
し
、
９

月
1
日
か
ら
一
般
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

た
だ
し
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
、

ま
た
は
他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場
合
に

は
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

〔
寡
婦
年
金
と
は
〕

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し

て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間

を
含
む
）
が
３
０
０
月
（
25
年
間
）
以

上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、

婚
姻
関
係
が
10
年
以
上
継
続
し
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に

対
し
て
「
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
」
の
間

支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　

年
金
額
は
夫
の
第
１
号
被
保
険
者
期

間
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
老
齢
基
礎

年
金
額
の
「
４
分
の
３
」
で
す
。

　

た
だ
し
死
亡
し
た
夫
が
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
権
者
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
場

合
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た
時
、

ま
た
妻
自
身
が
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り

上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
、
寡
婦

年
金
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両
方
を

受
け
取
り
可
能
な
場
合
、
ど
ち
ら
か
一

方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
年
金
事
務
所

☎
27
―
１
６
１
１

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
（
内
線
２
６
１
）

第一自
治
振
興
会
で
や
ぐ
ら
、イ
ベン

ト
用
テ
ン
ト
等
を
購
入

　

第
一
自
治
振
興
会
（
高
倉
昭
会
長
）

　

セ
ン
タ
ー
内
は
16
室
に
区
画
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
視
聴
覚
室

（
カ
ラ
オ
ケ
室
）
と
会
議
室
１
室
の
一

般
利
用
が
可
能
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
中
央
自
治
振
興
会
、

東
川
町
消
費
者
協
会
、
東
川
町
文
化
連

盟
協
議
会
、
東
川
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
、
囲

碁
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
が
入
居
し
ま
す
。

他
に
休
憩
室
３
室
（
宿
泊
用
施
設
）
、

男
女
シ
ャ
ワ
ー
室
が
完
備
し
て
お
り
、

地
域
活
動
、
文
化
活
動
な
ど
の
合
宿
、

来
町
者
用
の
宿
泊
所
な
ど
と
し
て
利
用

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　

○
視
聴
覚
室
（
カ
ラ
オ
ケ

　

室
）
＝
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

　

ま
で
○
会
議
室
＝
午
前
８
時
半
か
ら

　

午
後
９
時
ま
で
。
い
ず
れ
も
年
中
無

　

休
（
年
末
・
年
始
期
間
を
除
く
）
。

使
用
料　

○
視
聴
覚
室
＝
１
時
間
当
た

　

り
２
０
０
円
（
冬
期
間
は
暖
房
料
金

　

と
し
て
10
円
加
算
）
○
会
議
室
＝
同

　

５
０
０
円
（
同
20
円
加
算
）
。
い
ず

　

れ
も
町
内
の
各
学
校
が
授
業
で
使
用

　

す
る
場
合
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
利

　

用
は
無
料
。
各
種
団
体
で
公
共
性
が

　

あ
っ
て
全
町
的
な
事
業
を
行
う
場
合

　

は
無
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会
（
平
日

　

の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
）
ま

　

で
。
☎
82
―
７
５
０
５
、
役
場
守
衛

　

室
（
土
、
日
、
祝
・
祭
日
で
緊
急
的

　

な
場
合
）
☎
82
―
２
１
１
１

町
民
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

開
き
ま
す

　

旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ポ
テ
ト
）

の
協
力
で
町
民
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
き
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
が
対
象
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
ｗ
ｅ
ｂ
接
続

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
基
本
ソ

フ
ト
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の

基
本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

電
子
メ
ー
ル
の
使
い
方
な
ど
。

日
時　

▼
９
月
２
日
（
金
）
▼
同
月
11

　

日
（
日
）
▼
同
月
26
日
（
月
）
＝
各

　

日
と
も
①
午
前
10
時
半
〜
正
午
②
午

　

後
１
時
半
〜
同
３
時
―
の
１
日
２
回

会
場　

役
場
第
１
小
会
議
室
（
１
階
）

定
員　

各
10
人

受
講
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

旭
川
ケ

　

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
、
吉
岡
さ
ん
、
本

　

間
さ
ん
（
☎
22
―
０
７
０
７
、
受
付

　

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
7
時
）

 

産
業
振
興
課
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
（
内

線
１
３
５
）

紅
葉
を
観
察
し
よ
う
〜
大
雪
山
自
然

観
察
講
座

　

東
川
町
、
環
境
省
北
海
道
地
方
環
境

事
務
所
、
東
川
自
然
保
護
官
事
務
所
は
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
「
紅
葉
の

大
雪
を
歩
こ
う
」
自
然
観
察
講
座
を
開

き
ま
す
。

　

紅
葉
を
観
察
し
な
が
ら
、
紅
葉
の
仕

組
み
、
大
雪
山
の
保
全
、
自
然
と
人
間

の
係
わ
り
な
ど
を
考
え
ま
す
。
ガ
イ
ド

は
町
内
在
住
の
山
岳
ガ
イ
ド
で
山
樂
舎

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｒ
代
表
、
佐
久
間
弘
さ
ん
。

日
時　

10
月
７
日
（
金
）
午
前
８
時
半

　

か
ら
午
後
３
時
（
農
村
環
境
改
善
セ

　

ン
タ
ー
集
合
、
小
雨
決
行
）

場
所　

天
人
峡
温
泉
周
辺
（
予
定
）

募
集　

20
人
＝
町
内
、
周
辺
在
住
の
小

　

学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

費
用　

一
般
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０

　

０
円

締
め
切
り　

９
月
30
日

　

本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
年
14
・
６
％
（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は

「
年
７
・
３
％
」
と
「
前
年
の
11
月
30

日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る

商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た

割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を

使
用
し
ま
す
。
１
０
０
円
未
満
の
端
数

を
切
り
捨
て
千
円
か
ら
徴
収
い
た
し
ま

す
。

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

願
い
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納

税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事
情
に
よ
っ

て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

延
滞
金
は
、
税
（
料
）
金
が
納
期
限

後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日

数
に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ
れ

ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
た
方
と
の

実
質
的
な
負
担
の
公
平
と
、
納
期
内
納

付
の
促
進
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
る

か
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
延
滞
金
の
算
定
方
法

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
☎

（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

９
月
30
日
は
町
税
第
２
期
の
納
期
限

で
す

　

町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

の
第
２
期
分
の
納
期
限
は
９
月
30
日

（
金
）
で
す
。
口
座
振
り
替
え
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
い
た

だ
き
、
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
税
は
、
町
の
根
幹
と
な
る
大
切
な

自
主
財
源
で
す
。
税
金
の
公
平
な
負
担

と
貴
重
な
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
納

期
限
内
の
納
付
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、

滞
納
が
続
く
と
財
産
調
査
や
滞
納
処
分

（
給
料
、
銀
行
預
金
な
ど
の
差
押
さ
え
、

不
動
産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）
を
実
施

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

２
）
、
住
宅
の
こ
と
は
住
ま
い
室
（
内

線
１
１
６
、
１
１
７
）

ご
存
知
で
す
か
？　
障
害
基
礎
年
金

と
寡
婦
年
金
の
違
い

〔
障
害
基
礎
年
金
と
は
〕

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
時
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中

に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、
「
障
害
認
定
日
」

（
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
、
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が

固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障
害
等
級

の
「
１
級
」
ま
た
は
「
２
級
」
に
該
当

し
た
場
合
、
「
障
害
基
礎
年
金
」
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
「
初
診
日
の
前
日
」
に
お
い

て
、
「
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
」
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期

間
（
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納

付
特
例
期
間
を
含
む
）
を
合
わ
せ
た

期
間
が
「
３
分
の
２
以
上
」
必
要
で
す

（
初
診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前

に
あ
る
時
は
、
特
例
と
し
て
「
初
診
日

の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間
」
に

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
）
。

　

国
民
年
金
の
加
入
期
間
は
、
原
則
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
期
間
で
す
の
で
、

20
歳
前
の
方
は
ま
だ
国
民
年
金
の
被
保

険
者
期
間
に
達
し
て
お
ら
ず
、
保
険
料

は
ま
だ
納
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
で
障
害
が
あ
る
場

合
、
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
の
支

給
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

「
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や

け
が
」
に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
あ
る

場
合
、
障
害
等
級
の
「
１
級
」
ま
た
は

「
２
級
」
に
該
当
す
れ
ば
、
20
歳
か
ら

年
金
を
受
給
で
き
ま
す
（
障
害
認
定
日

が
20
歳
以
後
の
場
合
は
障
害
認
定
日
か

ら
）
。

8月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,896人
3,768人
4,128人
3,337戸

8人
5人

34人
14人

　
23人）
14人）
9人）

13戸）

人口・世帯数　7月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

くらし楽しくフェスティバル（前9時、キトウシ
森林公園）＝4日（日）まで
町議会第３回定例会（前８時半、議場）＝
16日（金）まで

3日㈯

14日㈬

人のうごき　7月16日～8月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　

96歳
89歳
51歳
89歳
71歳
71歳

　
歳

　
行政区
33区
西町3丁目
西町3丁目
17区
33区
西町3丁目

おくやみ
亡き人
今井　ヨシノ
大木　長　
堀田　光夫
寺澤　次郎
堀部　國正
稲場　彰

届出人
今井　　志
大木　ナツ子
堀田　美幸
寺澤　末女
堀部　澄子
稲場　セツ子

　
父

公一

健作

亮平

浩

雅人

洋平

雅仁

　
母

淳子

美佐恵

舞

文子

有希

みよ子

真紀

　
行政区

26区
11区
西町3丁目
17区
西区

11区
26区

お 誕 生
生まれた子

北島　叶翔

武田　七星

中村　千夏

田渕　佑樹

富岡　ひなた

三上　よつ葉

北　　真梨菜

きたじま　  かける

 たけだ　　ななせ

なかむら　  ちなつ

 たぶち　　ゆうき

とみおか

  みかみ　　　　　 ば

きた　　　  ま り  な
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会 場 旭川がん検診センター
（保健福祉センターからバス送迎）

保健福祉センター
（実施医療機関は旭川厚生病院）

そ の 他
○特定健診を受診される方は、健診当日、「特定健診受診券」「健康保険証」
　「健診料金」が必要です
○農協正組合員とその家族、准組合員は、がん検診の自己負担額に対して農
　協から後日助成あり。申し込み時にお申し出ください。

申 込 方 法 広報と一緒に配布される申込書に必要事項を記入し、保健福祉課保健指導室
まで（要予約）

対 象

＜特定健診＞
　特定健診受診券をお持ちの
　①30歳から74歳までの町民で国民健康保険加入者（特定健診受診券は4月
　　末に大雪地区広域連合から配布済み） 
　②40歳から74歳までの町民で①以外の医療保険の被保険者（厚生病院、が
　　ん検診センターで受診できるかを事業主などにご確認ください）
＜がん検診＞
　30歳以上の町民（来年3月31日時の年齢）
　※子宮がん検診は20歳以上の女性の町民

検 査 項 目
料 金

＜特定健診＞
　身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿検査、問診、血液検査、医師診察、心電図検査
　※各医療保険によって検査項目、料金が異なります（国民健康保険加入者は旭
　川厚生病院736円、旭川がん検診センター878円）
〈がん検診〉
○旭川厚生病院、旭川がん検診センターの両方で実施
　胃がん……胃バリウム検査（1,500円）
　大腸がん…便の潜血検査（700円）
　肺がん……胸部レントゲン検査（500円）
○旭川がん検診センターのみで実施
　乳がん…視触診、マンモグラフィ
　　　　　（50歳未満1,900円、50歳以上1,600円）
　子宮頚（けい）がん…頚部細胞診（1,500円）、超音波検査（500円）
　子宮体部…必用な方のみ（700円）
　肺ヘリカルＣＴ…50歳以上の方（2,400円　要同意書）
　※国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者は、上記金額の半額になります
　　（喀痰（かくたん）検査、子宮超音波検査を除く）

実 施 日 11月8日（火）、同月9日（水） 10月28日（金）、11月18日（金）、
来年２月１日（水）

締 め 切 り 10月25日（火）まで 希望日の２週間前

時 間 午前7時～同9時
（30分ごとに受け付け）

保健福祉センターに集合
（午前７時50分まで）

○特定健診、がん検診のお知らせ
保健福祉課

不妊治療の町指定医療機関

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
×

×
×
×
×
×
×
×
×
○
×
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
×

アイ・ウィミンズクリニック
旭川産科婦人科
旭川赤十字病院
いしかわ産婦人科内科クリニック
産婦人科・内科あべクリニック
市立旭川病院
せせらぎ通りクリニック
東光マタニティクリニック
みずうち産科婦人科
みどり野クリニック
森産科婦人科病院
旭川医科大学病院

旭川市神楽３条12丁目１番45号
　〃　６条通15丁目69番１号
　〃　曙１条１丁目１番１号
　〃　５条通18丁目765番２
　〃　１条通８丁目右７号
　〃　金星町１丁目１番65号
　〃　永山６条11丁目78番地
　〃　東光10条６丁目２番14号
　〃　豊岡４条３丁目２番地３
　〃　旭神２条５丁目８番９号
　〃　７条通７丁目左２号
　〃　緑が丘東２条１丁目１番1号

60-1103
23-3127
22-8111
34-7500
25-3900
24-3181
47-7321
34-8803
31-6713
68-2525
22-6125
69-3008

医療機関 一般 特定 申請 請求 住所 ☎

　　一般：一般不妊治療=夫婦生活のタイミング(タイミング法)、排卵誘発法、人工授精(運動良好精子選別法)、
　　　　　その他薬物療法(漢方療法など)。人工授精は子宮の中に直接精子を注入する方法
　　特定：特定不妊治療=体外受精、顕微授精（道の指定医療機関）
○：医療機関で申請可。原則治療費の立て替え払いは不要
△：申請等受け付け手続きの準備中
×：治療には事前に役場で申請、治療費の立て替え払いが必要

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

道草館
発

キトウシ森林
公園発

9:00

11:00

13:00

15:00

便名

１

２

３

４

9:10

11:00

13:00

15:40

す
。

日
時　

９
月
15
日
（
木
）  

午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

ル
ー
ム

　

妊
娠
し
出
産
す
る
方
法

　
　

③
夫
婦
の
精
子
と
卵
子
を
使
用
で

　

き
る
が
、
子
宮
摘
出
等
に
よ
っ
て
妻

　

が
妊
娠
で
き
な
い
場
合
に
、
夫
の
精

　

子
と
妻
の
卵
子
を
体
外
受
精
し
て
得

　

た
胚
を
妻
以
外
の
第
三
者
の
子
宮
に

　

注
入
し
て
当
該
第
三
者
が
妻
の
代
わ

　

り
に
妊
娠
し
出
産
す
る
方
法

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
―
５
１
０

０リ
ズ
ム
講
座「
か
ら
だ
で
音
楽
を
楽
し

も
う
♪
」

　

音
楽
を
か
ら
だ
全
身
で
感
じ
る
リ
ズ

ム
講
座
で
す
。  

日
時　

９
月
９
日
（
金
）  

午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

ル
ー
ム

対
象　

１
歳
６
カ
月
以
上
の
お
子
さ
ん

　

と
保
護
者

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

　

ま
す
。

講
師　

元
カ
ワ
イ
音
楽
教
室
講
師
、
大

　

泉
千
晶
さ
ん

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

救
急
講
習
会
を
開
き
ま
す

　

乳
幼
児
に
多
い
ケ
ガ
な
ど
の
応
急
手

当
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
う
救
急
心
肺
蘇
生
の
実
技
講
習
で

対
象　

零
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
が
い

　

る
保
護
者

内
容　

乳
幼
児
に
多
い
ケ
ガ
の
対
処
と

　

実
技
講
習

講
師　

大
雪
消
防
組
合　

救
急
救
命
士

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
） 

    子
育
て
講
座
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
開
き
ま

す　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ど
医
療
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
一
般

不
妊
治
療
は
医
療
保
険
を
適
用
。
食
事

療
養
費
、
入
院
に
伴
う
差
額
室
料
（
個

室
料
）
、
文
書
料
等
は
助
成
対
象
外
）
。

▼
申
請
方
法　

町
が
指
定
す
る
医
療
機

　

関
（
表
参
照
）
、
役
場
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
室
で
申
請

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

夫
婦
そ
れ

ぞ
れ
の
印
鑑
、
健
康
保
険
証
の
写
し

（
申
請
書
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト

ッ
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

http://town.higashikawa.hokkaid
o.jp/

▼
対
象
と
な
る
夫
婦　

婚
姻
関
係
が
あ

　

り
、
次
の
４
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
こ
と

　
　

①
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

　

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

　

る
方

　
　

②
医
療
保
険
各
法
の
被
保
険
者
、

　

組
合
員
ま
た
は
被
扶
養
者

　
　

③
夫
婦
い
ず
れ
も
町
税
及
び
使
用

　

料
等
の
滞
納
が
な
い
方

　
　

④
指
定
医
療
機
関
で
治
療
す
る
方

▼
対
象
と
な
ら
な
い
治
療

　

①
夫
婦
以
外
の
第
三
者
か
ら
の
精

子
、
卵
子
ま
た
は
胚
の
提
供
に
よ
る

不
妊
治
療

　

②
妻
が
卵
巣
と
子
宮
を
摘
出
し
た

こ
と
な
ど
で
妻
の
卵
子
が
使
用
で
き

ず
、
か
つ
妻
が
妊
娠
で
き
な
い
場
合

に
、
夫
の
精
子
を
妻
以
外
の
第
三
者

の
子
宮
に
医
学
的
な
方
法
で
注
入
し

て
、
当
該
第
三
者
が
妻
の
代
わ
り
に

　

で
50
歳
以
下

資
格
要
件　

大
型
２
種
免
許
証
（
１
種

　

免
許
の
場
合
は
採
用
後
に
指
定
の
講

　

習
を
受
講
の
こ
と
）
、
大
型
特
殊
免

　

許
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

　

習
修
了
証

採
用
予
定
日　

10
月
１
日
か
ら
24
年
３

　

月
31
日
（
次
年
度
更
新
予
定
）

賃
金　

月
額
22
万
２
千
６
０
０
円
（
手

　

当
あ
り
）

勤
務
時
間　

７
時
間
30
分
（
有
給
休
暇

　

10
日
＝
６
カ
月
）

勤
務
を
要
し
な
い
日　

土
・
日
・
祝
日
、

　

年
末
年
始

各
種
保
険　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の

　

適
用
あ
り

提
出
書
類　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写

　

し
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

　

習
修
了
証
写
し

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
請
は
社
会
福
祉

室
☎
（
内
線
５
０
２
、
５
０
３
）
、
健

康
と
食
は
保
健
指
導
室
（
内
線
５
０
５

〜
５
０
７
）
、
高
齢
者
介
護
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
５
０
８
）

不
妊
治
療
費
への
町
助
成
を
始
め
ま

し
た

　

町
は
出
産
・
子
育
て
支
援
と
し
て
、

不
妊
治
療
の
う
ち
人
工
授
精
、
体
外
受

精
（
顕
微
授
精
含
む
）
に
対
し
て
、
町

独
自
に
全
額
治
療
費
助
成
を
開
始
し
ま

し
た
（
タ
イ
ミ
ン
グ
法
、
薬
物
療
法
な

 
都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

（
内
線
２
４
０
）

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、町
営
バ
ス
臨

時
運
行

　

９
月
３
日
（
土
）
、
４
日
（
日
）
の

両
日
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
開
く
「
第

51
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
合
わ
せ
て
、
町
営
バ
ス
直
行
便
を
臨

時
運
行
し
ま
す
。

　

区
間
は
「
道
草
館
前
―
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
臨
時
バ
ス
停
」
間
。
乗
車
料
金

は
大
人
１
５
０
円
、
小
人
70
円
で
す
。

　

３
日
（
土
）
は
「
臨
時
４
便
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ス
は
定
時
路
線
便
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
の
募
集

　

バ
ス
の
運
行
、
道
路
公
園
維
持
作
業
、

除
雪
業
務
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
の
方
は
９
月
15
日
（
木
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定　

１
人

条
件　

町
内
在
住
ま
た
は
在
住
予
定
者

で
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま
し

ょ
う
。

日
時　

９
月
30
日
（
金
）  

午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
社
長
、
大
隈
卓
郎
専
務
、
森
康
至
常

務
が
来
庁
し
、
「
国
際
交
流
の
活
動
資

金
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
松
岡
市

郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開
き

ま
す

旭
川
地
方
法
務
局

　

「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
「
法
務
局

な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
き
ま
す
。

　

登
記
、
供
託
、
戸
籍
、
国
籍
、
人
権

擁
護
な
ど
、
法
務
局
が
扱
う
業
務
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

旭
川
司
法
書
司
会
、
旭
川
公
証
人
会

の
協
力
で
、
遺
言
書
、
公
正
証
書
の
作

成
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
４
時

場
所　

旭
川
地
方
法
務
局
（
旭
川
市
宮

　

前
通
東
４
１
５
５
番
地
、
旭
川
合
同

　

庁
舎
西
館
１
階
特
設
会
場
）

費
用　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
地
方
法
務
局
総

　

務
課
☎
38
―
１
１
１
１

裁
判
所・検
察
庁
見
学
会
、出
張
説
明

会
を
開
き
ま
す旭川

地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
裁
判
所
・

検
察
庁
見
学
、
出
張
説
明
会
を
開
き
ま

す
。
10
月
３
日
（
月
）
か
ら
５
日
間
、

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
最

秋
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
日
ご
ろ
の
運
動

不
足
の
解
消
を
、
と
に
ぎ
や
か
な
歓
声

が
場
内
に
響
き
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
も
に

第
一
自
治
振
興
会
チ
ー
ム
が
優
勝
、
団

結
力
と
チ
ー
ム
力
を
誇
示
し
ま
し
た
。

エ
ノ
産
業
㈱
が
町
に
寄
付

　

８
月
３
日
、
機
械
製
造
の
エ
ノ
産
業

㈱
（
大
隈
卓
也
社
長
）
が
町
に
多
額
の

現
金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

大
隅
社
長
の
ほ
か
、
大
隅
千
晶
台
湾

終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
、
裁
判
所

内
で
資
料
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
、
裁
判
所

見
学
に
関
し
て
は
旭
川
地
方
・
家
庭
裁

判
所
総
務
課
☎
（
直
）
51
―
６
２
５

５
、
検
察
庁
見
学
は
旭
川
地
方
検
察

庁
企
画
調
査
課
☎
（
直
）
51
―
６
２

３
３
（
と
も
に
旭
川
市
花
咲
町
４
丁

目
）

◆
裁
判
所
、
検
察
庁
見
学

日
時　

10
月
３
日
（
月
）
か
ら
同
月
７

日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

場
所　

旭
川
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
旭

川
地
方
検
察
庁
（
裁
判
が
行
わ
れ
て

い
る
日
に
は
裁
判
傍
聴
も
で
き
ま
す
）

◆
出
張
説
明
会

日
時　

10
月
３
日
（
月
）
か
ら
同
月
31

日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
の
う
ち
の
１
時
間
程
度
（
土
、

日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

対
象　

公
共
的
な
グ
ル
ー
プ
、
団
体

（
10
人
以
上
）

テ
ー
マ　

①
お
金
の
貸
し
借
り
の
解
決

方
法
の
お
話
②
遺
産
分
割
・
相
続
の

話
③
成
年
後
見
の
話

そ
の
他　

説
明
は
裁
判
官
、
裁
判
所
書

記
官

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

旭
川
東
警
察
署

　

今
年
は
９
・
11
米
国
同
時
多
発
テ
ロ

発
生
か
ら
10
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
の
事
件
発
生

か
ら
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
日
本
国
内

で
も
テ
ロ
発
生
の
危
険
性
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
旭
川
東
警
察
署
で
は
テ
ロ

リ
ス
ト
の
早
期
発
見
、
逮
捕
に
向
け
、

警
戒
警
備
な
ど
取
り
組
み
強
化
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
車
、
人
、
グ
ル
ー

プ
の
集
ま
り
、
不
審
な
荷
物
な
ど
を
見

か
け
た
ら
、
お
近
く
の
警
察
署
、
交
番

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

旭
川
東
警
察
署
は
☎
34
―
０
１
１
０

看
護
学
生
、防
衛
大
学
校
学
生
な
ど

の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

①
看
護
学
生
②
防
衛
大
学
校
学
生
③

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　

①
看
護
学
生
は
、
日
本
国
籍
を

有
し
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年

４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
24
歳

未
満
の
男
女
②
③
防
衛
大
学
校
、

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
は
、
同
日

現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

（
い
ず
れ
も
高
卒
、
高
校
卒
業
見

込
み
含
む
）

受
付
期
間　

い
ず
れ
も
９
月
５
日
（
月
）

〜
同
月
30
日
（
金
）

試
験
日　

①
看
護
学
生
は
10
月
22
日

（
土
）
②
防
衛
大
学
校
学
生
は
11

月
５
日
（
土
）
、
同
月
６
日
（
日
）

の
２
日
間
③
防
衛
医
科
大
学
校
学

生
は
10
月
29
日
（
土
）
、
同
月
30

場
所　

東
消
防
署

対
象　

東
川
、
東
神
楽
両
町
の
町
民
、

　

両
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

講
師　

東
川
町
立
診
療
所
長
、 

木
下
透

　

医
師
「
救
急
治
療
に
つ
い
て
」

実
技
指
導　

東
消
防
署
員
に
よ
る
「
Ａ

　

Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
」

定
員　

50
人

料
金　

無
料

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

松
岡
洋
信
前
教
育
委
員
長
が
教
育
功

労
者
表
彰
を
受
賞

教
育
課

　

24
年
間
に
わ
た
っ
て
東
川
町
教
育
委

員
を
務
め
た
松
岡
洋
信
前
東
川
町
教
育

委
員
長
（
昨
年
10
月
６
日
、
任
期
満
了

で
退
任
）
が
こ
の
ほ
ど
、
全
国
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
（
東
京
）
か
ら
教

育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

松
岡
氏
は
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

10
月
30
日
か
ら
東
川
町
教
育
委
員
（
う

ち
教
育
委
員
長
13
年
間
）
。
卓
越
し
た

見
識
と
豊
富
な
経
験
を
持
っ
て
教
育
の

振
興
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
医
療

費
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
検
査
の

重
複
、
投
薬
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
体

に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
●
薬
が
余
っ
て
い
る
時
は
、
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
●
医

療
機
関
や
薬
剤
師
に
費
用
が
比
較
的
安

く
な
る
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
の
利
用
を
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
●
特
定
健
診
（
健
康
診
断
）
を
毎

年
受
診
し
、
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
―
。

 

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
☎
83

―
０
１
１
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺
蘇
生
の
救
急
講
習
会
を

開
き
ま
す

　

「
救
急
の
日
」
（
９
月
９
日
）
、

「
救
急
医
療
週
間
」
（
９
月
４
日
か
ら

同
月
10
日
）
に
呼
応
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
心
肺
蘇
生

の
救
急
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　

救
急
現
場
で
は
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
ど
の
よ
う
に
適
切
な
応
急

手
当
を
実
施
す
る
か
に
よ
っ
て
救
命
率

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
万
一
事
故
な

ど
に
遭
遇
し
た
時
、
傷
病
者
の
救
命
効

果
が
高
く
な
る
よ
う
、
救
急
救
命
法
を

習
得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
９
日
（
金
） 

午
後
６
時
半

　

か
ら
同
８
時
半
ま
で

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー

持
ち
物　

上
靴
（
親
子
と
も
）
、
飲
み

　

物
、
タ
オ
ル

募
集　

人
数
制
限
な
し
（
要
予
約
、
保

　

護
者
同
士
で
託
児
）

 

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保
険
対

策
室
☎
（
直
）
82
―
３
６
９
７
（
内
線

５
６
２
、
５
６
３
）
、
役
場
定
住
促
進

課
住
民
室
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１

１
２
）

医
療
機
関
は
適
正
受
診
を

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
一
人
当
た

り
医
療
費
が
毎
年
約
３
％
ず
つ
増
加
し

て
い
ま
す
（
過
去
６
年
間
の
平
均
増
加

率
）
。
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
適
正
な

受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
皆
さ
ま

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
も
増
加
し

ま
す
。
安
易
な
受
診
は
、
現
場
の
医
師

や
看
護
師
の
過
重
な
負
担
と
な
り
、
医

療
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
医
療
を
本
当
に
必
要
と
す
る

人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

●
休
日
、
夜
間
に
救
急
医
療
機
関
を

受
診
す
る
前
に
、
平
日
の
時
間
内
に
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一

度
考
え
ま
し
ょ
う
●
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
●
同
じ
病
気
で
複
数

東
川
中
の
川
上
さ
ん
が
少
年
の
主
張

上
川
大
会
に
出
場

　

７
月
15
日
、
上
川
総
合
振
興
局
で
開

か
れ
た
少
年
の
主
張
上
川
総
合
振
興
局

地
区
大
会
に
町
内
か
ら
川
上
麗
菜
さ
ん

（
東
川
中
３
年
）
が
出
場
、
「
命
の
大

切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ
し
ま

し
た
。

　

上
川
管
内
の
中
学
生
20
人
が
出
場
し

ま
し
た
。
川
上
さ
ん
は
残
念
な
が
ら
入

賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
ク
モ
の
巣
に
か

か
っ
た
セ
ミ
の
姿
を
見
て
、
か
わ
い
そ

う
に
思
っ
て
セ
ミ
だ
け
を
助
け
よ
う

と
し
、
「
ク
モ
も
生
き
て
い
る
ん
だ

よ
」
と
友
達
か
ら
言
わ
れ
て
改
め
て

命
の
大
切
さ
に
気
づ
い
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
へ
の
出
場
は
、
最
優
秀
賞

の
和
氣
野
乃
花
さ
ん
（
美
瑛
中
３
年
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
い
い
か
ら 

い
い
か
ら 

絵
本
ライ
ブ
」

を
開
き
ま
す

絵
本
の
森
実
行
委

　

絵
本
作
家
、
長
谷
川
義
史
さ
ん
（
大

阪
在
住
）
が
来
町
し
て
、
楽
し
い
読
み

聞
か
せ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
大
人
も
子
供
も
一
緒
に
楽

し
め
る
ひ
と
時
で
す
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
経
て
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
（
Ｂ
Ｌ
出
版
） 

で
絵
本
デ
ビ
ュ
ー
。
「
お
た
ま
さ
ん

の
お
か
い
さ
ん
」
（
解
放
出
版
社
）

で
講
談
社
出
版
文
化
賞
絵
本
賞
、

「
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き
」

（
教
育
画
劇
）
で
日
本
絵
本
賞
、
小

学
館
児
童
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

日
時　

９
月
17
日
（
土
）
午
後
1
時
半

　

（
開
演
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
大
ホ

　

ー
ル

入
場
料　

無
料
（
予
約
必
要
な
し
）

お
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
事
務
局
の

「
お
は
な
し
の
会
ぴ
っ
ぴ
」
向
坊

さ
ん
☎
82
―
５
３
１
５

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
地

域
親
睦
球
技
大
会

　

８
月
21
日
、
町
民
運
動
公
園
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
会
場
で
第
39
回
東

川
町
地
域
親
睦
球
技
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

町
民
運
動
公
園
で
は
10
人
制
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は

ミ
ニ
バ
レ
ー
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
は
５
組
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
に
は
６
組
が
出
場
し
ま
し
た
。
初

日
２
日
間
（
い
ず
れ
も
第
１
次
試
験

日
程
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

川
市
春
光
町
）

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

力
隊
南
地
区
隊
☎
22
―
０
６
４
８
、

役
場
企
画
総
務
課
（
内
線
２
２
２
）

東
日
本
大
震
災
に
対
応
し
て
中
小
企

業
向
け
特
別
貸
付
を
創
設

北
海
道
経
済
産
業
局

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
北
海
道
信

用
保
証
協
会
は
震
災
対
応
の
金
融
制

度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

ご
相
談
は
「
中
小
企
業
電
話
相
談
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
０
５
７
０
―
０
６
４

―
３
５
０
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
半
、

お
近
く
の
経
済
産
業
局
に
つ
な
が
り
ま

す
）
。

①
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
」

（
日
本
公
庫
、
商
工
中
金
）

　

震
災
の
影
響
で
業
況
が
悪
化
し
て
い

る
中
小
企
業
者
向
け
に
最
大
７
億
２
千

万
円
の
範
囲
内
で
ご
利
用
可
能
で
す
。

直
接
被
害
を
受
け
た
方
、
当
該
企
業
と

相
当
程
度
の
取
引
が
あ
る
方
は
、
別
枠

で
最
大
３
億
円
の
範
囲
内
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。
金
利
は
最
大
１
・
４
％
の
引

き
下
げ
を
実
施
し
ま
す
（
貸
付
後
３
年

間
、
利
用
限
度
額
の
枠
内
に
限
る
）
。

②
東
日
本
大
震
災
復
興
緊
急
保
証
（
信

用
保
証
協
会
）
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東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700
○9月5日㈪まで
　・第27回写真の町東川賞受賞作家作品展
　　／写真インディペンデンス展
○9月10日㈯～同月15日㈭
　・平成23年度北海道高等学校文化連盟上川
　　支部展／写真甲子園2011本戦作品展
○9月17日㈯～10月2日㈰
　・第15回日韓写真交流展／新山清写真展
9月6日㈫～9日㈮、同月16日㈮は、全館清掃、
作品入れ替えのため展示休み

各種大会成績
【水泳】
◆Ｂ＆Ｇスポーツ大会道大会水泳の部（8月7
日・東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター）
〔男子小学生（高学年の部）〕
▼50㍍自由形　③武田好生（東川）
▼50㍍平泳ぎ　③三上航大（同）
▼50㍍バタフライ　②三上航大（同）③武田好
生（同）

【剣道】
◆第49回オホーツク圏青少年剣道大会（8月7
日・紋別市スポーツセンター）
〔団体戦〕▼中学女子の部　②東川剣龍会（小
林みのり、照井瑚佑覇）
〔個人戦〕▼中学女子の部　①小林みのり（東川
剣龍会）
◆第33回北海道小学生剣道大会（8月7日・当
麻スポーツセンター）

▼個人戦6年　②久保田和弥（東川剣龍会）
▼団体戦③東川錬成館（及川沙南、七尾太
地、窪田優一、今村侑平、木村友紀）

【柔道】
◆第34回北整全道柔道大会（日整全国柔道
大会道予選会）（8月7日・小樽市総合体育館）
▼個人50代の部　優勝　佐藤克広（東川柔塾
指導者）＝全国大会出場
◆第33回旭川柔道連盟会長旗争奪柔道大会
（8月21日・旭川市総合体育館）
▼団体戦　②東川柔塾（上尾カムナ、須藤花
凛、本田太一、佐々木燦史）

社
協
だ
よ
り

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

７
月
16
日
か
ら
８
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

西
町
３
丁
目　
　

大
木
ナ
ツ
子
様

33
区　
　
　
　
　

堀
部　

澄
子
様

西
町
３
丁
目　
　

稲
場
セ
ツ
子
様

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

相
談
日
を
設
け
て
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４

時
ま
で
社
協
相
談
室
で
開
い
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

９
月
15
日　

馬
場　
　

猛

０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会
にちじ：3月31日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
にちじ：9月22日(木) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
年齢に関係なく、どなたでも参加OK！　読み聞かせの
ほか、手遊び、簡単な工作をします。みんなで楽しく遊び
ましょう。（申し込み不要、会費はありません）
お問い合わせ
「おはなしの会ピッピ」三上さん ☎82－2809

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者募集

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（22年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ、本籍地の表示は不要）
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

期　間

戸　数

申し込みに
必要なもの

9月1日（木）～同月9日（金）
場　所 定住促進課住まい室

5戸

●公営住宅

入
居
資
格

１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　①清流団地B2は原則3人以上
　②清流中央団地A2は単身以上
　③西団地A1は単身以上
　④西8号団地A3原則4人以上
２．税金等の滞納がない方
３．世帯の収入金額が月額15万8千円以下（ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、基準額が21万4千円まで引き上がります）
　・1956（昭和31）年４月１日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　・ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●特定公共賃貸住宅（単身者）

・１戸（2階）
・56,300円～
　　74,400円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場１台
・ペット不可

南団地B3
3LDK（80.9㎡） 南町1丁目6番①

入
居
資
格

（1）同居または同居しようとする親族がいる方
（2）世帯の収入金額が158,000円以上487,000円以下の方

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

定住促進課

そ の 他

選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連 帯 保 証 人
お問い合わせ

入居申込者または同居の親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６
号に該当する場合には入居することはできません。

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
平成23年９月末（※期限までに入居することが要件）
家賃の３カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の連帯保証人がいない場合は入居取り消し）
定住促進課住まい室☎８２-２１１１

・１戸（１階）
・28,300円～
　　75,000円

・平成23年
・木造平屋建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場2台
・ペット不可

清流団地B2
2LDK（75.0㎡） 西町3丁目7番① ※調理器・暖房機は各自用意

※調理器・暖房機は各自用意

・１戸（１階中央）
・16,900円～
　　44,800円

・平成14年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台
・ペット不可

清流中央団地A2
1LDK（50.9㎡） 西町3丁目8番②

※調理器、暖房機、温水器のリース料
として月額3,675円が別途必要（オー
ル電化住宅）

・１戸（１階中央）
・17,300円～
　　45,800円

・平成15年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台
・ペット不可

西団地A1
1LDK（51.9㎡） 北町2丁目8番③

※調理器。暖房機、温水器のリース料
として月額4,620円が別途必要（オー
ル電化住宅）

※調理器・暖房機は各自用意
・１戸（１階中央）
・19,800円～
　　43,200円

・昭和63年
・セラミックブロック造り3階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台
・ペット不可

西8号団地A3
3LDK（70.6㎡） 西町8丁目4番④

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
全
道
中
学

剣
道・Ｂ
＆
Ｇ
全
道
水
泳
大
会

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

８
月
２
、
３
の
両
日
、
第
32
回
北
海
道

中
学
校
剣
道
大
会
、
８
月
７
日
、
Ｂ
＆

Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
大
会
水
泳
の

部
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

剣
道
大
会
に
は
全
道
73
校
か
ら
２
５

５
人
（
う
ち
個
人
戦
96
人
）
が
出
場
し

て
熱
戦
を
展
開
。
本
町
か
ら
出
場
し
た

小
林
み
の
り
さ
ん
（
３
年
）
が
個
人
戦

　

対
象
と
な
る
の
は
、
終
戦
後
海
外
か

ら
の
引
き
揚
げ
時
上
陸
地
の
税
関
、
海

運
局
に
預
け
た
通
貨
、
証
券
と
、
帰
国

前
に
旧
樺
太
、
旧
満
州
の
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
た
通
貨
、
証
券

の
う
ち
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

返
還
の
請
求
は
ご
家
族
で
も
可
能
で

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
監
視
部
統
括
監

視
官
部
門
☎
０
１
３
８
―
４
０
―
４
２

４
４

　

一
般
保
証
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

保
証
・
災
害
関
係
保
証
と
は
別
枠
で
、

無
担
保
８
千
万
円
、
最
大
２
億
８
千
万

円
ま
で
、
借
入
額
の
全
額
（
１
０
０
％
）

を
保
証
し
ま
す
。
直
接
被
害
だ
け
で
な

く
、
風
評
被
害
に
よ
る
契
約
解
除
な
ど

に
よ
っ
て
急
激
に
業
況
が
悪
化
し
て
い

る
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

具
体
的
な
融
資
の
ご
相
談
は
●
日
本

政
策
金
融
公
庫
☎
０
１
２
０
―
１
５
４

―
５
０
５
（
平
日
）
●
商
工
組
合
中
央

金
庫
☎
０
１
２
０
―
０
７
９
―
３
６
６

（
同
）
●
北
海
道
信
用
保
証
協
会
☎
０

１
２
０
―
２
７
９
―
５
４
０
（
同
）

東
川
小
学
校
等
用
地
価
格
検
討
委
の

答
申
出
る

都
市
建
設
課

　

８
月
17
日
、
東
川
小
学
校
等
用
地
価

格
検
討
委
員
会
（
松
原
潔
会
長
）
は
、

同
小
移
転
予
定
地
の
適
正
な
用
地
価
格

に
関
し
て
町
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
委
は
同
小
と
併
設
関
連
施
設
の
移

転
新
改
築
に
伴
っ
て
、
必
要
と
な
る
建

設
用
地
の
適
正
な
地
価
を
検
討
す
る
た

め
、
今
年
７
月
１
日
に
委
員
７
人
で
発

足
。
２
回
の
検
討
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

終
戦
後
の
引
き
揚
げ
時
保
管
通
貨
、

証
券
等
を
返
還
し
ま
す

函
館
税
関

　

終
戦
後
の
引
き
揚
げ
時
に
お
預
か
り

し
た
通
貨
、
証
券
等
保
管
証
券
類
の
返

還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

で
ベ
ス
ト
８
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
道
水
泳
大
会
は
、
道
内
15
カ
所
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
小
、

中
学
生
15
チ
ー
ム
、
１
４
８
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

東
川
か
ら
は
東
川
水
泳
少
年
団
11
人

が
出
場
。
三
上
航
大
君
（
小
６
）
、
武

田
好
生
君
（
小
５
）
が
バ
タ
フ
ラ
イ
、

平
泳
ぎ
、
自
由
形
で
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。
（
各
種
大
会
成
績
を
参
照
）
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カ
メ
ラ
マ
ン
の
子
に
生
ま
れ
て

　

「
大
き
く
な
っ
た
ね
」
「
小

学
校
は
楽
し
い
？
」
。
な
か
に

は
「
実
物
は
か
わ
い
い
ね
」
と

ウ
チ
の
２
人
の
娘
た
ち
は
会
っ

た
こ
と
が
な
い
人
か
ら
こ
ん
な

風
に
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。

　

２
人
は
き
ょ
と
ん
と
顔
に

「
？
」
マ
ー
ク
が
浮
か
ん
で
い

る
が
、
タ
ネ
を
明
か
す
と
父
親

で
あ
る
私
の
写
真
ブ
ロ
グ
に
、

誕
生
以
降
た
び
た
び
登
場
し
て

い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
そ
の
読
者
の
方
は

彼
女
た
ち
の
姿
は
何
度
も
目
に

し
て
い
る
。

　

雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紙

面
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
に
も
２
人
は
よ
く
登
場
し
て

い
る
。

　

撮
影
は
私
が
ほ
と
ん
ど
だ
け

ど
、
と
き
ど
き
別
の
カ
メ
ラ
マ

ン
も
撮
影
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
時
に
は
「
カ
メ
ラ
慣

れ
し
て
る
ね
！
」
と
ほ
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　

何
し
ろ
母
親
の
お
腹
に
い
る

時
か
ら
、
何
度
と
な
く
写
真
に

撮
ら
れ
続
け
て
き
た
２
人
な
の

だ
。
朝
の
ま
だ
寝
ぼ
け
た
顔
か

ら
、
ご
機
嫌
を
損
ね
て
泣
き
じ

ゃ
く
っ
て
い
る
最
中
、
お
風
呂

上
が
り
の
大
胆
ヌ
ー
ド
、
は
た

ま
た
ト
イ
レ
の
用
足
し
中
ま
で

撮
ら
れ
ま
く
っ
て
い
る
。

　

本
人
の
意
思
に
関
わ
ら
ず
、

「
新
し
い
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
」

「
新
し
い
レ
ン
ズ
を
買
っ
た
」

「
機
材
の
テ
ス
ト
を

し
た
い
」
…
と

父
親
側
の
事

情
が
起
こ
る

た
び
、
真

っ
先
に
モ

デ
ル
に
さ

れ
る
の
が

彼
女
た
ち
な

の
だ
。

　

そ
ん
な
環
境
に

い
る
か
ら
、
カ
メ
ラ
を

向
け
ら
れ
る
こ
と
を
い
ち
い
ち

気
に
し
て
い
ら
れ
な
い
、
あ
る

い
は
ご
く
普
通
の
こ
と
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

母
親
で
あ
る
う
ち
の
奥
さ
ん

は
、
ほ
と
ん
ど
写
真
を
撮
ら
な

い
。
女
同
士
３
人
で
お
出
か
け

す
る
時
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
で

か
け
る
こ
と
は
少
な
い
。
娘
た

ち
を
連
れ
て
関
西
の
実
家
に
10

日
間
帰
省
し
て
き
て
も
、
デ
ジ

カ
メ
の
カ
ー
ド
の
中
の
画
像
が

10
枚
に
も
満
た
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
。

　

子
供
の
写
真
を
撮
る
の
は
父

親
の
役
目
、
と
し
て
定
着
し
て

い
る
の
が
わ
が
家
な
の
だ
。

　

そ
れ
以
外
の
私

の
役
目
と
い
っ

た
ら
、
朝
の

登
園
、
登

校
の
見
送

り
と
、
お

風
呂
に
入

れ
る
こ
と

く
ら
い
。

そ
れ
す
ら
も

毎
日
必
ず
、
と

は
な
か
な
か
で
き
な

い
。
仕
事
が
忙
し
く
な
る
夏
の

シ
ー
ズ
ン
は
、
家
族
４
人
が
揃

う
の
は
朝
ご
飯
の
時
だ
け
に
な

る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

夜
、
家
に
帰
る
と
「
こ
ん
ど

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
ね
」
と

手
紙
が
残
さ
れ
て
い
た
り
す
る

有
り
様
な
の
だ
。

　

北
海
道
の
田
舎
暮
ら
し
を
満

喫
、
な
ん
て
こ
と
を
夢
見
て
移

住
し
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
幸
か
不
幸
か
、
せ
っ

せ
と
仕
事
に
励
む
日
々
で
あ
り
、

ど
う
や
ら
家
族
へ
犠
牲
を
強
い

て
い
る
。

　

子
育
て
を
任
せ
っ
き
り
に
し

て
、
「
母
子
家
庭
だ
と
思
っ
て

く
れ
」
と
う
そ
ぶ
い
て
い
る
ダ

メ
父
だ
け
ど
、
せ
め
て
子
供
の

写
真
は
い
っ
ぱ
い
撮
っ
て
残
し

て
や
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
普
段
の
日
常
の
暮
ら
し

の
中
で
見
え
る
顔
や
姿
を
。

　

奥
さ
ん
は
嫌
が
る
け
れ
ど
、

散
ら
か
っ
た
家
の
様
子
が
背
景

に
入
っ
て
い
る
の
も
後
に
な
っ

た
ら
い
い
記
録
に
な
る
。

　

わ
が
子
が
大
き
く
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
写
真
を
一
枚
一
枚

見
返
す
時
、
愛
さ
れ
て
育
っ
た

ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
く
れ
れ
ば
何
よ
り
だ
。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
子
に
生
ま
れ
て

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

うつ病のサイン
▼自分で感じる症状 ▼体に出る症状 ▼周囲が気づく症状

○悲しい、憂うつ、沈
　んだ気持ちが続く

○何事にも興味がわ　
　かず楽しくない状態
　が続いている

○眠れない、朝早く目
　が覚める

○やる気が出ない、集
　中力がない

○食欲がない

○だるい、疲れやすい

○頭痛、動悸

○胃の不快感、のどが
　渇く

○表情が暗く元気がな
　い

○涙もろい

○反応が遅い、落ち着
　きがない

○体調不良の訴えが多
　くなる

○飲酒量が増える

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
毎
年
3
万
人
を
超

え
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

数
は
交
通
事
故
死
者
数
の
約
4
倍
。
道
内

で
も
毎
日
４
〜
5
人
、
上
川
中
央
部
地
域

で
も
毎
年
１
０
０
人
以
上
の
方
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
（
平
成
10
年
以
降
）
。

　

そ
の
多
く
は
、
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
末
に
自
ら
選
択
肢
を
な
く
し
て
し
ま

う
結
果
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
人
は
誰
で
も

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
気
持
ち
が
落
ち
込
み
、

う
つ
気
分
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自

殺
の
兆
候
に
周
囲
の
人
が
気
づ
い
た
ら
、

早
め
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

　

き
っ
か
け
は
、
「
転
勤
」
「
昇
進
」

「
退
職
」
「
失
業
」
な
ど
、
人
生
の
大
き

な
転
機
、
ま
た
は
「
仕
事
の
過
労
」
「
借

金
、
多
額
な
負
債
の
返
済
」
「
自
分
の
病

気
」
「
身
近
な
人
の
病
気
や
死
」
「
子
供

と
の
別
離
」
「
転
居
」
「
家
庭
内
で
の
不

和
」
「
出
産
、
子
育
て
」
な
ど
が
多
い
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

悩
み
過
ぎ
、
あ
る
い
は
不
安
が
大
き
過

ぎ
る
と
、
心
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
解
決
方
法
は
、
普
段
か

ら
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
誰
か
に
話
す
よ

う
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

「
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
」
「
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
」
「
温
泉
に
行
く
」
「
買

い
物
に
出
か
け
る
」
「
テ
レ
ビ
を
見
る
」

「
散
歩
す
る
」
な
ど
、
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
時
に

「
人
に
当
た
る
」
「
お
酒
に
頼
る
」
「
ギ

ャ
ン
ブ
ル
に
ふ
け
る
」
な
ど
で
解
消
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
「
消
極
的
な
対
処
法
」

と
い
い
、
心
と
体
の
健
康
を
余
計
悪
く
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
避
け
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。

う
つ
病
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
で

　

う
つ
病
は
自
覚
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
ほ
か
の
病
気
と
誤
解
し
が

ち
で
す
が
、
脳
の
状
態
が
普
段
と

は
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
症
状
に
気
が
つ
く
こ
と

で
早
め
に
対
処
で
き
ま
す
。

　

悩
み
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
誰

か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

専
門
家
の
治
療
を
受
け
、
薬
の
処

方
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

で
確
実
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
族
、
周
囲
の
方
は
う
つ
病
の

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　

睡
眠
障
害
、
家
事
、
仕
事
な
ど

に
い
つ
も
と
違
う
行
動
が
続
い
て

い
た
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
休
養

と
専
門
家
へ
の
相
談
、
受
診
を
勧

め
ま
し
ょ
う
。
専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
時
は
、
ど
な
た
か
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
相
談
は
●
役
場
保
健
福
祉
課
☎
82
│

２
１
１
１
（
内
線
５
０
５
〜
５
０
８
）
●

上
川
保
健
所
☎
（
直
）
46
│
５
９
９
２

（
精
神
保
健
相
談
は
毎
月
第
2
水
曜
日
＝

要
予
約
、
精
神
科
医
師
が
面
接
相
談
。
心

の
健
康
相
談
は
平
日
午
前
8
時
45
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
＝
電
話
、
面
接
相
談
）
。

　

道
内
の
自
殺
者
は
毎
日
４
、
５
人
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
、
大
き
な
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
と
う
つ

病
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
防
ぐ
に
は
、「
う
つ
」へ
の
小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、心
の
病
気
を

適
切
に
治
す
解
決
が
不
可
欠
。
簡
単
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
常
に
心
掛
け
、早
め
の
対
処
で
心
の
元
気
を
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
9
月
10
日
〜
9
月
16
日
〜「
自
殺
予
防
週
間
」

自
殺
の
背
景
に
あ
る
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
病

9
月
10
日
〜
9
月
16
日
〜「
自
殺
予
防
週
間
」

自
殺
の
背
景
に
あ
る
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
病
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

申し込み制

予約制

要連絡

要連絡

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/地
域
活
性
課
地
域
づ
く
り
推
進
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.695 Septem

ber 2011

9月 September

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【9月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
2日㈮テーマ「作ってみよう（制作）」………10:00～11:30
9日㈮テーマ「からだで音楽を楽しもう」 ……10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
5、6、7、12、13、14、20、21、26、27、28日
●27日㈫午後開放（13:00～15:00、0～1歳児）
※会場は幼児センターです！

※会場は後期高齢者健診以外は保健福祉センターです

【10月分】

1日㈭
2日㈮

6日㈫
8日㈭
9日㈮

28日㈬

3日㈪
6日㈮

11日㈫
12日㈬
28日㈮

31日㈪

～30日㈮　後期高齢者健診（町立診療所）
ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
エキノコックス症検診
エキノコックス症検診
１歳６カ月児健診

13:00～14:00
13:15～

10:00～13:00
15:00～17:00
17:00～19:00
12:30～

～27日㈭ 後期高齢者健診（町立診療所）
もぐもぐ教室
乳幼児健診
～14日㈮ ポリオ予防接種
栄養教室
3歳児健診
旭川がん検診センター送迎検診
じっくり子育て相談

ＡＡ

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

※印は申し込みが必要です
●この他『まちの教室』を予定しています。詳細は町内
回覧をご確認ください。
3日㈯、4日㈰はくらし楽しくフェスティバルに出店します

5日㈪
9日㈮

11日㈰
12日㈪
14日㈬
20日㈫
22日㈭
28日㈬
30日㈮

、6日(火)　食堂お休み
健康体操（荒川由佳理さん）
こいもくらぶ（収穫）
リコーダーアンサンブルイコロ演奏会
メンター相談の日
ここりん研修会（大友愛美）
おとなり会（茶話会）
メンター相談の日
健康体操（荒川由佳理さん）

10:00～11:00
10:00～11:30
12:30～
10:00～15:00
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～15:00
10:00～11:00

※

※

※

おいしい手料理

【米粉のホワイトソース・
玄米ドリア】

　今月の料理のポイントは米粉で作るホワイトソー
ス。生クリームを使わず、ヘルシーで簡単に作れま
す。

＜材料＞（４人分）
●鶏もも肉………１枚
●チーズ（市販の刻みチーズで可）…適量
●塩・こしょう…各少々
●しょう油………大さじ２

玄米ご飯
●玄米……………３カップ
●水………………４カップ

ホワイトソース
●牛乳……………600cc
●米粉……………大さじ５
●バター…………大さじ３
●塩………………少々

＜作り方＞
①玄米ご飯を圧力鍋で炊く。
②もも肉は小さく切る。長ネギは１㎝角程度に切って食べ 
　やすくそろえる。
③フライパンにバターを入れて熱し、材料②を２、３分炒め 
　る。
④調味料Ａを回し入れ、玄米ご飯を加えてひと炒めする。
⑤ホワイトソースを作る⇒牛乳、米粉をボウルに入れ、泡だ
　て器で混ぜる。
⑥フライパンに④、バターを入れ、とろみがつくまで中火に
　かける（焦げ付かないようにへらで混ぜる）。とろみが出
　たら塩を加え、味を調える。
⑦⑤で完成したクリームを耐熱器に盛り付けたご飯にかけ、
　その上に刻みチーズをふり、オーブントースターで６～７
　分間焼いてこんがりとなったら出来上がり。

ＪＡひがしかわ「涼風」グループ

【食べて健康・豆知識】
　小麦粉でホワイトソースを作ると「だま」になりやすく、失敗し
てしまう、という方が多いはず。米粉ならその心配がありません。
簡単にソースが出来上がります。
　コレステロール、カロリーが気になる方は、バターを入れなくて
も作れます。インスタントのコンソメスープの素（もと）などを少
量加えると風味が増してカロリー・オフにもなります。
　米粉は町内の道草館でも購入できます。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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